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プロローグ








　庭の向こうの屋敷には、俺の女神が住んでいる。

　ワンルームの窓から母屋の二階を見上げれば、部屋の明かりとカーテン越しのシルエット。それをしっかり目に焼き付けてから、俺は部屋の隅の布団に横たわる。パジャマの前をくつろげて、既に勃ち上がった己の分身を握り締めた。

　目を閉じて、瞼の裏に彼女の痴態を夢想する。

　透き通るような白い肌、色素の薄いヘーゼルの瞳。茶色く波打つ長い髪が、俺の布団の上で扇のように広がって……。

「……っは……綺麗だ、誰よりも」

　彼女の胸を鷲掴み、先端のピンクを口に含む。舌先で転がせば、すぐにピンと勃ち上がってきた。甘噛みしてやると彼女が胸を反らせて猫みたいな細い声をあげる。小ぶりだが張りのある乳房がブルンと揺れた。

「いいよ、もっと可愛い声を聞かせて」

　薄い繁みの奥に手を伸ばせば、そこは既に期待で濡れそぼっている。割れ目を指の腹で撫でてやると、彼女は鼻を鳴らして喜んだ。

　誰にも触れられていないソコは桜色だ。ぱっくりと開いた花弁の中心に、俺はねっとりと舌を這わせる。甘ったるくてミルキーな香り。舌先から蕩けてしまいそうな蜜の味。中毒性のある甘美さに、俺は我を忘れて蜜を啜り続けた。一滴たりとも取り溢したくない。

『ああっ、気持ちいい……っ』

　彼女が『もっと』とねだるようにみずから大きく股を開く。俺は蜜口にグリグリと舌を捩じ込み、同時に小さな蕾を円く撫でた。

「ここがコリコリしてるね。弄ってほしいの？」

　ぷっくり赤く膨らんだソコを、二本の指でつまんで捏ねてやる。彼女が嬌声をあげて身悶える。苦悶の表情を浮かべつつも、彼女が快くなっているのはお見通しだ。だってこんなにもヒクついて俺を誘っている。

『ねえ挿れて、お願い……っ』

　潤んだ瞳で懇願された。女神の言葉は絶対だ。俺は彼女の願いを聞き入れるべく、膝裏から彼女の脚を持ち上げる。そしていきり勃ったモノを身体の中心に突き立てた。

『ああーーっ！』

　──今すぐイかせてやる！

　俺は脳内で何度も彼女を突き上げながら、右手で己の屹立を扱き続ける。先走りでぬちゃぬちゃと粘着質な音がする。滑りが良くなったところで一気にスピードを上げた。

「はっ、はっ……」

　荒い息を吐きながら、無我夢中で手を動かす。全身の血液が先端に集まっていく。屹立も双玉もカチカチで痛いほどだ。もう限界が近づいている。

　俺は想像力を駆使して彼女のイキ顔を思い浮かべた。薄い唇のあいだから真っ赤な舌が覗く。可愛い声が俺の名を呼んだその直後、背筋を快感が駆け抜けた。

「……っ、小こ町まちっ！」

　ブルッと腰を震わせて、開放感と共に己の欲を放出した。大量の白濁液をティッシュで処理すると、俺は低めの格ごう天井を見上げて息を吐く。途端に虚無感が襲ってきた。

　──またやってしまった……。

　今日も脳内で彼女を穢してしまった。彼女の前ではポーカーフェイスを気取りながら、一人になった途端にこの有様。

　こんなの不敬だ、裏切りだ。わかっていながら夜な夜な自慰に耽ってしまう。

「くっそ……抱きてぇ」

　彼女はこんな俺の情欲も執着も知らない。知られるわけにはいかない。だから今夜も俺は目を閉じて、後悔と後ろめたさを抱えて眠るのだ。明日も彼女のそばにいるために。

「ああ、俺は、最低だ……」







１、予期せぬ再婚相手








　庭の正門脇にある桜の木は、父が母と結婚したときに植えたものだという。それは母が亡くなってからも春が来るたび薄桃色の花を咲かせ続け、今年も庭の敷石にたくさんの花びらを散らしている。

　──ああ、もうそんな時期になったんだな。

　季節の移り変わりの早さを感じつつも、私の心の大半は五ヶ月ぶりの出勤と彼との再会で占められていた。足が門に近づくにつれて心臓の鼓動が速くなる。トクン、トクン、トクン……。




　世田谷区成城にある私の実家は、武家屋敷を彷彿とさせるような昔ながらの木造二階建てだ。白い塗り壁に囲われた正門を出ると、そこにはすでに黒塗りのセダンが横付けされていた。運転席から出てきた社長秘書兼けん運転手の彼が、慣れた仕草で後部座席のドアを開ける。

「社長、小町さん、おはようございます」

「おはよう、ございます」

　小お野の真ま尋ひろさん、二十九歳。百八十センチの高身長に細身のスーツをきっちりと着こなし、黒髪をワックスで整えている。メタルフレームのスクエア眼鏡がシャープな顔立ちに似合っているが、それが余計に彼を冷たく見せていると思う。

　父が先に車内に乗り込み、次に私も……というところで真尋さんと視線が合った。ドキンと心臓が跳ね、足が止まる。相変わらずの目力だ。眼鏡の奥からじっと見つめられると吸い込まれてしまいそう。

　五ヶ月ぶりの再会に、さまざまな想いが湧き上がる。嬉しい、切ない、情けない……。

「小町さん、お久しぶりです」

　──はっ、いけない！

　こんなところで感慨に浸っている場合ではなかった。本来なら私も真尋さんと並んで社長を出迎えなくてはいけない立場なのだ。

「お、お久しぶりです」

「さあ、どうぞお乗りください」

「はい……あっ」

　ふと見ると、彼の肩にピンク色の花びらがついている。きっと庭の桜の木から飛んできたのだろう。

「真尋さん、肩に花びらが……」

　私が手を伸ばしたところでさっと彼が身をかわす。自分でスーツについた花びらを払い落とすと、顔色ひとつ変えずに「さあ、どうぞ」と私に乗車を促した。

　いつもそうだ。彼は私に対してあくまでも『社長の娘』という態度を崩さない。

　私がドキドキしながら迎えた五ヶ月ぶりの再会も、真尋さんにとっては厄介者が出戻ってきたくらいにしか思っていないのだろう。

　──昔はこんなふうじゃなかったのにな。

　心の中でしゅんとしながら車内に入る。私も一応秘書なのに後部座席でいいのだろうかと思ったが、以前からずっとこの並びだったのに今更変えるのも変な感じだ。なのでそのまま黙って父の隣に腰掛けた。車が動き出してすぐに、父が運転席の真尋さんに声をかける。

「真尋、今日からまた娘をよろしく頼むぞ」

「はい、承知しております」

　慣れた様子でハンドルを握っている彼は、父の大事な右腕だ。父が社長を務める『華はな岡おか造園』の現場で高校時代からアルバイトを始め、大学卒業直後に本社に入社した。以来七年間、父の腹心の部下として働いてくれている。

　そして私、華岡小町はつい先日二十四歳にしてバツイチとなり、今日から『華岡造園』に戻ってきた。初恋の相手、真尋さんの部下として。




『華岡造園』は昭和五年に祖父が創業した造園会社だ。世田谷区の二子玉川に三階建ての本社ビルを構えている。ほかに町田市にも事業所を持っており、神奈川県や千葉県など近隣他県の依頼にも応じている業界大手だ。

　私は『華岡造園』二代目である父、華岡勇ゆう治じの一人娘として生まれた。母は私が中一のときに交通事故で亡くなっているが、父はその後再婚をせず、通いの家政婦の手を借りながら私を育ててくれた。

　私が色白なのも、瞳や髪の色が茶色がかっているのもロングヘアーがゆるくうねっているのも母親譲り。父が私に対して過保護なのは、三十八歳のときにようやくできた子供というだけでなく、亡くなった母の忘れ形見でもあるからだと思う。

　実際、母が亡くなってからの父は忙しい合間を縫って学校行事に必ず顔を出してくれたし、誕生日やクリスマスには「お母さんからのぶんもあるから」と言って大量のプレゼントを買ってきた。父子家庭で寂しくなかったと言えば嘘になる。けれどそれを補うほどの愛情を注いでくれた父には感謝しかない。

　唯一大きな親子喧嘩をしたのは私が私立高校に入学したとき。「安全のためだ」と車での送迎を強いられたのに反発し、「友達と電車で通いたい」と言い張った。強面の父が肩を落として悲しげな顔をするのを見て申し訳ないとは思ったが、思春期だった私は学校帰りの寄り道や友達とお喋りしながらの移動に憧れていたのだ。

　その結果、帰宅途中の満員電車で痴漢に遭って号泣し、結局車で送迎してもらう羽目になった。運転は当時大学生で我が家に同居していた真尋さんの担当だった。あとで通いの家政婦さんから「社長は小町さんのことを亡くなった奥様のぶんまで大切にしてらっしゃるんです。甘えて差し上げるのも親孝行ですよ」と言われてしまい、罪悪感を持ったのを覚えている。

　以来、父に逆らうことを極力避けて生きてきた。若干……いや、かなり甘やかされている自覚はあるが、それを受け入れることが私にできる親孝行なのだろうと思うから。

　──だから結婚だって……。




　私が父の部下である山やま根ね健けん二じさんと結婚したのは昨年の十月中旬。父に見合い話を持ってこられたときは、『ああ、いよいよか』という諦めの気持ちが強かった。

　当時私は父に勧められるまま、真尋さんの下で社長秘書見習いをしていた。大学卒業後に社会に出たがっていた私の意向を叶えるために父が考えた苦肉の策だ。父は私が婿を取り、母と同じように家庭に入ることを望んでいた。だから『社長秘書見習い』などという本来なら必要のない役職を作って私にあてがったのだ。

　私もそれが結婚までの繋ぎ期間だというのを理解したうえで受け入れた。既に六十二歳と高齢の父の願いを叶えてあげたかったし、父が認めた相手と結婚して後継者になってもらうことで、母が愛していた大事な会社を守りたいと思ったから。

「真尋さん、私、今度お見合いをするんです」

　ある日、父に会食の予定が入り、私だけ先に家まで送ってもらうことになった。その車中で思いきって運転席の真尋さんに聞いてみた。

「結婚なんて早すぎですよね？　私はまだ二十四歳だし、仕事も覚えたいし……」

　これは最後の賭けだ。ここでもしも一言『早すぎですよ』とでも言ってくれたら、父に『もう少しだけ待ってほしい』と言おう。ほんの僅かでもいい、少しでも長く彼のそばで働いていたいから。

　けれど彼の反応はあっさりとしたもので。

「そうですか、社長が薦める方なら間違いないでしょう」

「本当に……そう、思いますか？」

「ええ」

　──ああ、やっぱり。

　ルームミラーに映る彼は顔色ひとつ変わっていない。クールな反応にがっかりしつつも、彼ならそう言うに違いないと納得している自分がいた。彼が止めてくれるはずなど無い。『もしかしたら』だなんて、期待するだけ馬鹿だったのだ。

　──いい加減諦めるべきだよね。

　私はルームミラーから逃れるように、窓のほうへと顔を向ける。滲む景色を見つめながら、ぎゅっと唇を噛み締めた。

　こうして私は幼い頃からの初恋を封印し、父が望む相手と結婚したのだった。




　結婚相手の健二さんは本社で営業課長をしていたのだが、華岡家の婿養子に入って副社長となった。眉毛が太く、がっしりした体格のスポーツマンタイプ。営業だっただけあって愛想がよく、大きな声でハキハキ喋る人だ。結婚後は父が所有する近所のマンションに二人で移り住み、情熱的ではないが平和な夫婦生活を送っていた……つもりだった。

　問題が起こったのは結婚して五ヶ月後。健二さんの浮気相手がマンションまで直談判にやってきたのだ。彼女は営業先の受付嬢で、健二さんとは二年前から交際していたのだという。しかも最近までその関係は続いており、妊娠を告げた途端に別れを切り出されたらしい。あまりのことに私は言葉を失った。

「健二は社長になりたいだけ。あなたなんか愛していない」、「マグロで面白味がないって言ってた」、「私は子供を産むつもり。健二が父親。彼を返してほしい」。

　次々と繰り出される言葉に驚いたけれど、もっとショックだったのは彼女に対する健二さんの態度だ。

「おまえ、いい加減なことを言うんじゃないぞ！」、「本当に俺の子なのか？　ほかの男の子供という可能性もあるじゃないか！」。

　彼は両手で勢いよくテーブルを叩き、唾を飛ばしながら大声でわめき散らす。

　泣きながら訴える女性に向かって威圧的な言葉を重ねる姿は、今まで私には見せたことのないものだ。それを眺めているうちに、自分の心がスンと冷めていくのがわかった。

　いや、違う。冷めるも何も、最初から燃え上がってもいなかったのだ。私は父を喜ばせるために、与えられたものを受け入れただけ。その証拠に私は今の状況をとても冷静に受け止めている。彼女のように流す涙も追いすがる必死さもない。

　──そうか、私は健二さんを愛していなかったんだな。

　夫婦になれば自然に愛情が芽生えてくるものだと思っていた。けれど芽生える前にこういう結果になったのだから仕方がない。そう簡単に割り切れてしまう時点で、私には彼への気持ちも執着もないのだろう。本気でぶつかってきた彼女とは勝負にもならないと思う。

「……わかりました、健二さんをお返しします」

　ゆっくりと口を開いた私に健二さんが血相を変えた。

「ちょっ、ちょっと待ってほしい。俺は小町さんと別れたくない！」

「けれど、健二さんはこの方と結婚後もお付き合いされていたんですよね？　それだけ好きだったってことなんでしょう？」

「違う！　俺は……」

　私は健二さんから彼女に視線を戻す。

「ここに来るまでにかなり悩まれたと思います。ずっと気づかなくてすみませんでした」

　最後に健二さんに「彼女とお子さんとおしあわせに」と告げると、私は財布とスマホを持って部屋を出た。玄関まで健二さんが追いかけてきて何か言っていたけれど、私は振り向かずにドアを閉めた。その足でタクシーをつかまえ実家に帰る。

　家での私は自分でも驚くほど冷静に事情を説明できていた。むしろ興奮したのは父のほうで、烈火の如く怒ったと思うとあっという間に離婚の手続きを進めてしまった。結果、健二さんはマンションから追い出されただけでなく、副社長の役職も解かれてしまう。

　解雇ではなく町田市の事業所勤務を命じたのは父の温情だ。私から彼の浮気相手が妊娠中だと聞いて、収入を失う事態だけは避けたのだ。それでもやはり居づらかったのか、しばらくして健二さんはみずから退職していったと聞いている。

　夫婦で住んでいたマンションは賃貸に出すことにして実家に引っ越すと、父はしばらくのんびりすればいいと言ってくれた。けれど出戻りのうえニートだなんてとんでもないし、いつかはちゃんと自立したい。私はできるだけ早く働くことを望み、こうして父の会社に復職することとなったのだった。




　──半年もせずに出戻りなんて恥ずかしいけれど、これでよかったんだよね。

　ぼんやり考えているうちに、車は会社の駐車場に到着していた。仕事熱心な父は誰よりも出社が早い。まだ始業四十分前なので、敷地内には会社の名前が書かれたミニバンやトラックがずらりと並んでいる。私たちは社員用の出入り口から中に入ると、揃ってエレベーターに乗り込んだ。一階が営業所と職員の休憩スペース、二階が倉庫と大会議室、三階にあるのが社長室と小会議室だ。真尋さんが三階のボタンを押した。

　社長室は手前側に観葉植物と応接セットが置かれており、奥に窓を背にする形で社長用のデスクが置かれている。右側の壁にはキャビネット、左側には秘書用のデスクが二台、向かい合わせで配置されている。

　──ああ、またここに戻ってきたんだ。

　昨年の秋までいた場所なのに、既に懐かしく感慨深い。ここには彼との思い出がたくさんあるからかもしれない。

　父が自分のパソコンを起動して早々に仕事を始めたため、私は社長用のお茶を淹れることにした。自分のデスクにバッグを置くと、ドア一枚を隔てた給湯室へと向かう。職場を離れていたのはほんの五ヶ月、最低限やるべきことは覚えている。

「あれっ？」

　電気ポットの電源を入れたところでカウンターを見渡し首を傾げた。ポットの隣に置かれているはずの茶筒が見当たらないのだ。

「置き場所を変えたのかな」

　周囲をキョロキョロと見回していたら、そこに真尋さんがやってきた。

「すみません、茶葉の場所を変えたことを小町さんに伝えていませんでした」

　そう言うと上の吊り棚のドアを開き、見慣れた茶筒を取り出した。

「小町さんには高すぎますね。またこちらに戻しておきましょう」

　──また？

　茶筒やコーヒー粉のパックを以前と同じカウンターの端に並べるのを見て、私は「ああ」と気がついた。そうか、これらは元々あの吊り棚が定位置だったのに違いない。背が高い真尋さんにはちょうどいいが、身長百六十センチの私だと爪先立ちで手を伸ばす必要がある。だから私が秘書見習いでここに入社したときに置き場所を変えてくれていたのだ。

　──私が結婚していなくなったから、自分が使いやすいように戻していたんだろうな。

「あの、ありがとうございます」

「何のことですか？」

　真尋さんが茶葉を整理する手を止め振り返る。

「私が作業しやすいように場所を移してくれたんでしょう？　わざわざ私のためにすみません」

　軽くお辞儀をしてから見上げると、彼が眼鏡の奥からじっと私を見つめていた。目が合った途端にフイと視線を逸らされる。

「小町さんのためと言うよりも、効率の問題です。主にあなたがお茶を淹れるのですから、働きやすいように環境を整えるのは当然のことです」

　そっけなく言い捨てて、バタンと釣り棚のドアを閉めた。

「そっ、そうですよね」

　恥ずかしさで耳までカッと熱くなる。

　真尋さんの言うとおりだ。仕事のためにしていることを、『私のために』だなんて、自惚れも甚だしい。

　──社長命令とはいえ、出戻りの私をまた指導してくれるんだ。浮かれていないでしっかりしなきゃ！

　私は改めて姿勢を正すと、今度は部下らしく丁寧に頭を下げた。

「出戻りですが、どうかよろしくお願いします！」

「はい、お帰りなさい」

　思いのほか優しい声音が聞こえてきて、私は慌てて彼を見上げる。

「あっ、えっ、た……ただいま？」

「ふっ」

　──あっ、ちょっと笑った？

　真尋さんが表情を緩めるなんて久しぶりだ。幼いあの頃以来の……。

　けれど彼がクイとメガネを上げると、次の瞬間にはいつもの冷たい表情に戻っていた。今見たのは幻なのかもしれない。それでも一瞬の笑顔は私の体温を上げるには十分な威力で。

　──そうか、またこの人と一緒に働けるんだ……。

　ドアへと向かう彼の背中を盗み見て、密ひそかに胸をときめかせる。

　離婚したばかりだというのに、こんなことを考えるなんて不謹慎だ。それでもこっそり想うことだけは許してほしい。だって彼は、私が幼い頃からずっと好きだった男ひ性となのだから。
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　私がはじめて真尋さんに会ったのは、小学校に入学してすぐのことだ。

　専業主婦だった母はボランティア精神に溢れる人で、実業家の妻として様々な支援活動に参加していた。

　特に熱心だったのが実家近くの児童養護施設のボランティアだ。金銭的な援助だけでなく、月に二、三度週末に施設を訪問しては、庭の手入れや行事のお手伝いをしていた。

　母は私にもボランティア精神を学ばせたかったのだろう。小学校に上がってすぐの週末に母のお供をさせられた。その施設にいた児童の一人が真尋さんだ。

　彼は当時小学六年生で、保護されている子どもたちのリーダー的な存在だった。年齢の割に背が高かったこともあるが、やけに大人びた雰囲気や年齢相応にはしゃいだりしないところで周囲から一目置かれていたのだと思う。施設には中学生や高校生の子もいたはずなのだが、私はほとんど記憶にない。あとから聞いた話によると、彼らは高校卒業と同時に施設を出なくてはいけないため、自立資金を貯めるために週末はほとんどアルバイトに行っていたらしい。

　施設の最初の思い出が庭のお手入れだ。見知らぬ子供たちの中に放り込まれた私はかなり緊張していたのだけれど、真尋さんに促されて一緒にダリアの球根を植えさせてもらった。最後にジョウロで水を運ぶ途中で勢いよく転び、私はせっかくの水をこぼしたショックと膝の痛みで大泣きしてしまった。

「そんなことで泣くなよ」

　真尋さんはぶっきらぼうに言いながらも私を背負って建物の中まで運んでくれて。先生の処置を終えてからも鼻を啜ってグズグズしていた私に困り顔をして、ひたすら頭を撫でてくれたのを覚えている。

　今思えば施設の職員に命じられて仕方なくした行動だったのかもしれない。それでも彼は私が人見知りをしていれば手を引いて輪に入れてくれ、何かと庇ってくれていた。

　一人っ子の私にとってはお兄ちゃんができた感覚だったのだろう、気づけばすっかり真尋さんに懐き、あとをついてまわるようになっていた。




　母が交通事故で亡くなったのは、私が中学一年生のときだ。葬儀には養護施設の職員も何名か参列してくれて、当時高校三年生だった真尋さんも児童代表として来てくれた。

　母の死のショックでただただ茫然としていた私だったが、真尋さんの顔を見た途端に張り詰めていた糸が切れたのだろう、彼にしがみついて号泣してしまった。

「うん、小町、悲しいな。俺がいるからな、俺が守ってやるから……」

　真尋さんはそう言いながら、泣きじゃくる私をきつく抱きしめてくれた。彼が帰ってからも彼の腕の温かさや力強さを思い出して、無性に顔を見たくなって。

　──真尋さんに会いたい……。

　それが彼への恋心を自覚した瞬間だ。




　そのあと嬉しいことが起こった。高校を卒業し、施設を退所した真尋さんが我が家にやってきたのだ。あとで知ったのだが、成績優秀で賢かった真尋さんに母が大学進学を勧めていたらしい。母から話を聞いていた父がその遺志を受け継ぎ、彼の身元引受人になったうえで資金援助を申し出たということだった。

　世田谷の実家には父自慢の和風庭園があり、敷石の続く先には亡くなった祖母の茶室を改造した平屋建ての離れがある。真尋さんはそこから大学に通うことになった。

　彼は忙しい大学生活の傍ら『華岡造園』の作業現場でアルバイトをし、帰ってからは家政婦の仕事を手伝い、私の家庭教師までしてくれた。そのうえ在学中に秘書検定一級を取得し、卒業後一年で造園施工管理技士二級の試験に合格までしたのだから母に慧眼があったのだろう。父は真面目で優秀な真尋さんを気に入って、そのうち本社で雑用のアルバイトをさせたり車の運転を任せるようになっていった。

「真尋は俺のことを本当の父親だと思えばいい。小町も真尋をお兄ちゃんだと思って甘えればいいぞ」

　そう言って彼を連れまわす様子を微笑ましく見つめながら、私の心中は複雑だった。

　──真尋さんはお兄さんなんかじゃないのに。

　顔もスタイルもよくて賢くて、ぶっきらぼうな物言いだけど優しくて。一緒に過ごす時間が長くなるにつれ、私は彼への恋心をますます募らせていった。兄妹なんかじゃない、私は彼と恋人になりたいのだ。

　しかしそんな気持ちと反比例するように、真尋さんの私に対する接し方はよそよそしく冷たいものへと変わって行く。私が告白をためらっているうちに彼は大学を卒業し、就職と同時に都内の社員用アパートに引っ越してしまった。

　それでも父に命じられて私の学校の送迎だけは続けてくれていたのだけれど、その頃には挨拶以外はほとんど会話もしてくれなくなっていた。当時の私は彼の関心を引きたいあまり、車の後部座席からなにかと話しかけた。

「朝から車で迎えに来るくらいなら、家から通えばいいのに。食事だってうちで一緒に済ませたほうが楽だろうし……」

　会社近くのアパートから送迎のために往復するなんて時間の無駄ではないか。今までだって家からアルバイトに通っていたのだ、また離れに住めばいい。そう言ってみたけれど、彼は「いえ、いつまでも社長のお世話になるわけにはいきませんから。一人暮らしも気楽でいいものですよ」と短く答えるだけだった。

「敬語なんて必要ないのに。呼び方だって昔みたいに小町って呼び捨てにしたって……」

「いえ、社長秘書となった以上、社員としてケジメをつけないと」

　そっけない物言いが寂しいけれど仕方ない。彼は父の下で働いている『華岡造園』の社員で、もう我が家の同居人でも家庭教師でもないのだから。世間知らずの一人娘の世話を焼かされるよりも、気ままな一人暮らしのほうがいいということなのだろう。

　私の就職後は会社で一緒に働けることになったものの、上司と部下となったことで私も敬語を使うようになり、より一層心理的な距離ができてしまったような気がする。

　そうこうしているうちに私が寿退職して会えなくなって。なのに半年もしないうちに出戻ってきて……。




「──今日からまた上司と部下……か」

　こんな形でも彼と同じ時間を過ごすことができる。それだけでも良しとしなくては……などと考えていると、給湯室のドアが開いてさっき出て行った真尋さんが顔を出す。

「小町さん、社長のお茶はまだですか？」

「あっ、はい、今すぐお持ちします！」

「それから郵便物の仕分けもお願いします。新聞は社長にお渡しください」

「はい！」

　──ああ、しっかりしなくちゃ。

　ここには仕事をしに来ているのだ、一人で感傷に浸っている場合じゃない。私は改めて気を引き締めると父が好きな濃いめの煎茶を淹れるのだった。




「──小町、おまえは再婚についてどう思う？」

　復職してしばらく経ったある日、社長室で父と二人きりになったときに突然そう尋ねられた。

「そんな……私は離婚したばかりだし、そんなのまだ考えられないよ」

　パソコンのキーボードを叩く手を止めて父を見る。

　──ずいぶん年老いたな……。

　若い頃から現場で土にまみれて働いてきた父は、社長となって現場を離れた今でも年齢のわりに屈強で若々しいほうだと思う。それでも手や顔のシワに加齢を感じずにはいられない。櫛で撫でつけた髪はほぼ白髪で、最近では歩くスピードも遅くなった。

「俺が良かれと思った山根との結婚があんなことになっただろう？　だから無理強いする気はないが、俺がいなくなったあとのことが心配でな」

　そう呟く顔が寂しげで、『ああ、心配をかけてしまっているな』と申し訳なく思う。

　父は自分がいなくなったあとの会社のこと、私のことをずっと気にかけているのだろう。私が会社を継げればいいのだろうけれど、私にはそれだけの度量も能力もない。自分で言うのもなんだけど、大事に育てられすぎたのだ。

　営業部のエースで体育会系だった健二さんであれば会社と私を託せると思ったのだろうが、結果は散々で。だから父がその次を模索していることは容易に想像できた。

「お父さん、期待に添えなくてごめんね。だけど会社の役に立つよう頑張るから、まだここに置いてほしい」

　真尋さんのそばにいたいという邪な気持ちがないといえば嘘になる。けれど父の仕事を手伝いたいというのも本心だから。

「ここで働かせてくれてありがとう。わがままを言ってごめんなさい」

　両膝に手を置き頭を下げると、父が苦笑しながら鼻からふっと息を吐く。

「逆におまえはわがままを言わなさすぎだ。もっと甘えればいい」

「うん、ありがとう」

　それきり父からは再婚の話が出ることはなかったのだが……。
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「──それでは行ってまいります。小町さんは残って電話の応対をしてください」

「はい」

　五月中旬、月曜日の昼下がり。窓から見える街路樹の葉が青々と生い茂り、徐々に日差しが強くなってきた。季節は『立夏』、暦のうえではもう夏だ。

　私が職場復帰して既に二ヶ月近くが経っていた。

　真尋さんがスーツの上着を持って社長室を出ようとしたところで父が突然呼び止めた。

「いや、小町も一緒に連れて行ってくれ。秘書業務をぜんぶ引き継がせるんだ」

　──えっ？

　真尋さんと私が同時に父を振り返る。

「真尋には近々人事部の部長になってもらう。小町が俺の秘書をしてくれるなら、真尋がここにいる必要はないだろう？」

　父によると、真尋さんには人事部長を経てから専務取締役になってもらい、社長の右腕として一緒に会社を支えていってほしいのだという。

　社長秘書は二人も必要ないと言われてしまえば反論のしようがない。

「真尋、頼んだぞ」

「はい、かしこまりました」

　父の言うことはもっともだ。真尋さんは学生時代から現場にも本社業務にも携わり、社長の側近として会社の全容を把握している。このまま一介の秘書で終わる人材ではないだろう。本来ならばそれは私の夫となった健二さんの役目だったのだろうが、そうならなかったのだから仕方がない。

　──もしかして、お父さんは真尋さんに会社を任せるつもりなのかな。

　そうであれば妥当な選択だと思う。彼がここから離れてしまうのは寂しいけれど、私の気持ちなど会社の将来には関係ないことだ。

「小町もわかったな。しっかり仕事を教えてもらえ」

「……はい、わかりました」

　どうにか声を振り絞って返事をすると、私は父に従い真尋さんのあとについていった。




「──ですので、来客用の和菓子は先ほどのお店、玉露と上煎茶はこちらのお店で購入しています」

　車で来たのは実家近くの銘店だった。すべて歴史ある老舗で我が社との付き合いも長い。店先のエクステリアのみならず住居の庭の手入れも任せられており、先代の時代からこちらで買い物させてもらっているのだという。

　お店から出たところで説明を受け、私はせっせとメモに書き留めていく。駐車場に向かうあいだも彼のレクチャーは続いた。

「けれど従業員の皆さんにはペットボトルのお茶ですよね？」

「そうですね、会議で配るにも現場に持っていくにもペットボトルが楽ですから。そちらは総務が箱買いして倉庫に置いてくれています」

　──そうか、あれは総務で購入していたのか。

　社長用の冷蔵庫には常に何本かのお茶とコーヒーのペットボトルが冷やしてある。お客様のなかには冷たい飲みものを好まれる方もいらっしゃるからだ。倉庫からペットボトルを取ってきて冷やしておくのも私の仕事の一つになっていた。

「それでわかりました。わざわざ秘書が買い物に出向くのは、直接店主に挨拶するためなんですね」

「そのとおりです、今日はお得意様への挨拶まわりも兼ねていました。基本的にこういうのは営業の仕事なんですが、お付き合いが古いところはこうして私が寄らせていただいています。近況を伺って、必要であれば祝電を打ったり花を贈ったりするのも秘書の役目ですから」

　こうして話していると、自分がいかに上澄みの仕事しかしていなかったのかを思い知る。大学を卒業してから結婚するまでの一年半ほど彼の下で働いていたはずなのに、私がしていたのはお客様へのお茶出しや郵便物の仕分け、電話の取り継ぎや住所録の作成など、アルバイトでもできるような簡単な作業ばかりだった。

　──本当に結婚までの腰掛け扱いだったんだな……。

　お客様に出していたお茶とお茶請けは、当然誰かが買ってきたからそこにあるもので。真尋さんに言われて花屋に注文していたランの鉢植えや花束は、贈る必要があるとわかっているからできることで。そんな当たりまえのことさえ考えず、与えられた仕事だけで満足して『社長秘書見習い』などとよくも名乗っていられたものだ。

　──私、すごく中途半端だ。

　自分のつま先を見つめながら、キュッと唇を噛み締める。

　働きたいなどと言いながら特にやりたいことはなく、親に与えられた職場で父親と真尋さんに見守られながら仕事をして。親に言われるがまま結婚し、すぐに離婚しても帰る家と職場があって。

　誰にも叱られず責められず、急かされることもない生温い世界で私は生きている。それを今改めて気付かされて、自分の未熟さを恥ずかしく思った。

「──というわけで……小町さん、聞いていますか？」

「えっ？　あっ、はい！　すみません、もう一度お願いできますか？」

　彼の言葉で我に返る。気づけばもう駐車場に着いていた。

「お得意様によって好みのお茶やお茶請けの種類が違うのはご存知ですね。パソコンのファイルにまとめてあるのでそれを見て頭に叩きこんでください。もう私が教えることができなくなりますから」

　今までは来客があるたびに真尋さんがお茶の種類やお茶請けの種類を指示してくれていた。しょっちゅう顔を見るお客様に関しては私も覚えているけれど、まだまだ全員の顔と名前を把握しているとは言い難い。

　──そうか、これからは私一人で判断しなくちゃいけないんだ。

　彼と離れる淋しさと、彼に頼りすぎていた自分の能力不足を情けなく思う気持ち。両方の感情が相まって、なんだか泣きたいような気持ちになる。うなだれながら助手席に座ると、外から真尋さんがドアを閉めてくれた。運転席でシートベルトを締める横顔に、私は鎮痛な面持ちで話しかける。

「……もうこうして、一緒にいられることも無くなるんですね」

「そうですね、小町さんが秘書になれば私は必要ありませんから」

　そっけない答えに胸が痛む。隣の彼を盗み見ても、マネキンみたいに整った顔からはどんな感情も読み取れない。

　──ああ、私が言いたいのはこんなことじゃないのに！

　けれど私を『恩人の娘』としか見ていない相手に本心を告げる勇気はない。ましてや私はバツイチの出戻り、将来有望な彼に告白したいなどと考えるだけでも失礼だ。

　──もっと仕事を頑張ろう。

　彼に振り向いてもらえることがないのなら、せめて一人の女性として、立派な社会人として見てほしい。『恩人の娘』でも『幼馴染』でもなく、一緒に働く部下として認めてもらいたい。

　そして父にもできる限りの恩返しをしよう。以前は父のお眼鏡にかなう相手と結婚することが私にできる親孝行だと考えていた。けれど結婚生活さえろくに続けることができず、跡取りとなる婿をあっけなく失った。こんな不肖の娘だけれど、私自身で役に立つことだってできるはずだ。

　──うん、それを私のこれからの目標にしよう。

　受け身でいるばかりでなく、自分で考えて動けるようになりたい。

「真尋さん、私、一生懸命頑張りますので、ご指導よろしくお願いします」

　背筋を伸ばして真尋さんを見つめると、彼もようやくこちらを見てくれた。

「もちろんです、あなたには一人前になって社長を支えていただかないといけませんので」

「お飾りではなく、本当の秘書として父と会社の役に立ちたいんです。資格のこととかいろいろ教えてくれませんか？」

「……わかりました。できる限り協力させていただきます」

　眼鏡の奥で彼の瞳が細まった。気のせいか少しだけ表情が柔らかい。ちょっとは私の覚悟を認めてくれたのだろうか。だったら嬉しいけれど。

　──そして、叶うことなら真尋さんと一緒に父の片腕になれたら……。

　だなんて、今の私には途方もない夢だ。

　私は喉元まで込み上げた言葉を呑み込むと、車の助手席でシートベルトを締めた。




　異変に気づいたのは車が会社の駐車場に着いたときだ。従業員用の出入り口のあたりで誰かが落ち着きなくうろついているのが窓越しに見えた。

　よく見れば、それはがっしりした体格の見覚えある男性で……。

「えっ、健二さん!?」

　髪がボサボサで無精ヒゲが生えているうえに、グレーのスウェット姿にサンダルを履いている。風貌が変わっていたためすぐにはわからなかったが別れた夫に違いない。

　彼は車の中に私がいることに気づくと必死の形相で駆けてくる。その口が「小町！」と動いたのがわかった。

　見開いた目と媚びるような半笑いの表情は遠目に見ても狂気を感じさせるもので……。

　──怖い！

　私が助手席で固まったそのとき。

「小町さん、すぐに内側からロックしてください」

　低い声と共に真尋さんがドアを開けた。

「真尋さん！」

　彼は止める間もなく飛び出して、健二さんに向かって一目散に駆けていく。車から数メートルのところで接触し、出会い頭にタックルされた。

　──あっ、危ない！

　健二さんは大学時代にラグビー部に所属していた元ラガーマンだ。現役を退いたとはいえ筋力があるし、細身の真尋さんとは身体のつくりも違うだろう。

　案の定、正面から腰にタックルを受けた真尋さんはそのまま後ろに倒れこむ。背中と後頭部を地面に打ち付けるのがスローモーションみたいにゆっくり見えた。これは危険だ。

「真尋さん！」

　大声で叫んだところでこちらを見つめる健二さんと視線が合った。その目が血走っているのを見て「ヒッ！」と短い悲鳴が洩れる。

　私は慌ててドアをロックすると、震える指でスマホの電話をタップした。警察に通報しているあいだにもすぐ横でドアをガチャガチャさせる音や窓を叩く音が聞こえてくる。全身が総毛立ち、心臓がバクバクと脈打つ。

「俺が悪かった！　あの女とは別れたんだ。頼むから俺とやり直してくれよ！　なぁ！」

　窓ガラス越しにくぐもった声が聞こえてくるが、怖くてそちらを見られない。私は警察との通話を繋いだままで、必死に声を張り上げた。

「なっ、何を言ってるんですか！　お相手の方は妊娠してるっていうのに！」

「あれは生理が遅れていただけだったんだ。ただのアイツの勘違い……いや、俺はアイツに嵌められたんだ！　俺だって被害者なんだよ、わかってくれよ！」

　──嵌められただなんて……。

　そもそも付き合っている相手がいながら私と結婚したことが間違いではなかったのか。長年付き合った彼女を裏切っておいて、よくも被害者面ができたものだと思う。

「復縁が無理なら社長に橋渡ししてくれるだけでいい。俺がまた本社で働けるようにしてくれよ！　俺は優秀な営業マンなんだ！　とにかくここを開けて……うわっ！」

　突然彼の声が途絶え、ドサッと鈍い音がした。慌てて窓を覗くと地面で二人が揉み合っている。真尋さんがドアから健二さんを引き離したのだ。

　地面に落ちたメガネの上で、レンズを粉々に砕きながら互いに殴ったり蹴ったりを繰り返す。上に下にと態勢を入れ替えての応酬が続き、次第に真尋さんが優勢になってきた。彼が上に跨り拳を振り上げたところで、胸ぐらを掴まれている健二さんがポケットに片手を入れるのが見えた。

　──あっ！

　右手に見えるのは小ぶりな果物ナイフだ。健二さんがすらりと鞘から刃を抜くと、鈍い光が反射する。

「真尋さん、危ない！」

　私は思わずドアを開け、真尋さんに体当たりしていた。両手で彼をドンと押し、二人が驚いているあいだに今度は健二さんに飛びかかる。両手で彼の右手をキツく握り締めた。この凶器を使わせるわけにはいかない。

「小町、おまえ〜っ！」

　唸るような声が耳元に響いたそのとき。

「山根ぇ！」

　ゴッと鈍い音がして、目の前で健二さんの頭が大きく揺れる。すぐそこに彼の頭を蹴飛ばす靴先が見えた。真尋さんは私の腕を引いて健二さんから引き剥がすと、彼の肩や脇腹を容赦なく蹴り上げる。健二さんは脳震盪でも起こしているのか、すでにぐったりと動かなくなっている。それでも真尋さんは蹴る足を止めようとはしなかった。彼の目は瞬きを忘れたかのように見開かれ、ただ怒りのみを映し出している。

「テメェ、俺の小町さんに手を出しやがって！　オラぁ！」

　こんなに乱暴で怖い真尋さんを見るのははじめてだ。その鬼気迫る様子にしばし茫然としていた私だが、ハッと我にかえって真尋さんの足にしがみつく。

「駄目っ、死んじゃう！」

「あっちに行っててください！　こんなヤツは死んだほうがいいんですよ！」

「駄目！　真尋さんが犯罪者になっちゃう！　絶対に駄目！」

　必死で声を張り上げていたら、ふっと真尋さんの足から力が抜けた。彼が動きを止めたところで私もしがみついていた腕をほどく。

　真尋さんが地面に落ちていたナイフを拾って遠くに放り投げた。それを見てほっとした途端に私の全身が震えだす。腰が抜けて動けなくなっていたら、真尋さんが地面に片膝をついて私を抱き寄せてくれた。熱い胸板にぎゅっと顔を押し付けられる。

「すみません、怖い思いをさせました。俺の判断ミスです」

「ちっ、違う……真尋さんは、何も……。真尋さ……無事で、よか……た」

　歯がカチカチ鳴ってうまく言葉にならない。真尋さんの背中に必死で腕をまわすと、抱きしめる彼の腕にも力が籠る。トットットッと速めの鼓動が伝わってきた。

「小町さんこそ無事で本当によかった。あなたに何かあったら、俺は……」

　切なげな声が鼓膜に響く。その声音も腕の温もりも『俺』という言い方も、なんだか親しかったあの頃を彷彿とさせるもので。

　──真尋さん、守ってくれてありがとう。でもね、私にとってもあなたは大切な人なんだよ。私だってあなたのことを守りたいんだよ……。

　そう言いたかったけれど。

　遠くから聞こえるサイレンに安心した私は、そのまま意識を手放してしまったのだった。





　＊＊＊






　目覚めたときには病室で、パイプ椅子に座った父が目を真っ赤にしながら私の手を握り締めていた。

　私はあれから三時間近く眠りこんでいたのだという。

　左手には点滴の管が繋がっており、右の手のひらには大きめの傷パッドが貼られている。あのときは夢中で気づかなかったけれど、果物ナイフで手のひらが切れていたらしい。さいわい傷が浅くて縫合するほどでもなかったため、消毒だけで済んだのだと父が教えてくれた。

「……そうだ、真尋さんは!?」

　慌てて起き上がろうとする私を父が制す。

「大丈夫だ、彼は隣の個室で休んでいる」

　私と真尋さんは揃って救急車でこの病院に運び込まれていた。レントゲンや頭部ＣＴなどの結果、私は特に異常がなかったが、真尋さんは肋骨にヒビが入っており三週間ほどの安静が必要らしい。

「さいわい内臓に損傷は無いようだが、仕事は休ませる必要があるな」

　もしも肋骨が折れていたら肺に刺さって気胸や肺挫傷を起こす危険もあったのだそうだ。最悪なことになっていた可能性を考えると肝が冷える。父は真尋さんが動けるようになるまで成城の家で休ませるつもりだと告げた。

　──それなら……。

「お父さん、私が真尋さんのお世話をしちゃ駄目かな」

　実家には通いの家政婦が来ているが、家事しか頼んでいないため看病まではさせられないだろう。だったら私が真尋さんのお世話をしたい。そもそも彼が怪我をしたのは私を庇ったためなのだ、そうするのが当然だと思う。

「仕事だってちゃんとするよ。真尋さんの代わりになれるとは思わないけれど、精一杯働く。あっ、そういえば真尋さんに秘書検定の勉強を教えてもらうって約束もしたの！」

　こんなときなのに思わず声を弾ませてしまった。私は慌ててトーンを落とすと、「そのうえで出勤前と帰宅後に、真尋さんの食事の支度とか身のまわりのことをさせてほしい」と気持ちを伝えた。

「……なるほど、そういうことだったか」

　──そういうこと？

　首をかしげる私を尻目に、父が一人でふむふむと頷いている。苦笑しながら私を見ると、穏やかな口調で言葉を続けた。

「どうやら俺は、心の機微を読み取るのが下手だったらしい。母さんがいたらそういうことも察してやれたんだろうが……」

　心の機微？　お母さん？　ますます意味がわからない。とにかく「お願いします」とベッドで頭を下げると、父が意外な提案をしてきた。

「元々おまえに看病させるつもりではいたんだが……わかった、小町も真尋と一緒に会社を休め。アイツにずっと付き添ってやればいい」

　──えっ!?

　予想もしていなかった父の言葉に、私は弾かれたように顔を上げた。

「でも、それだと秘書の仕事が」

　真尋さんにずっと付き添えるなら願ってもみないことだ。けれどそれでは父が困ってしまうんじゃないだろうか。

「いや、真尋が就くまでは自分でやっていたことだ。事務作業や出張の手配はしばらくのあいだ経理や総務に割り振らせてもらうよ」

　言われてみれば、今まで父が秘書に迎えたのは真尋さんと私だけだ。車だって元々は自分で運転していたものを真尋さんに任せるようになり、そのうちほかの仕事も手伝わせるようになってという流れだった気がする。

「お父さん、私……」

　そのときノックの音がして医師が入ってきた。私を診察して体調に問題がないのを確認してから点滴針を抜く。今日中に帰宅しても構わないが、精神的ショックがあるだろうし、不安であれば一晩入院してもいいということだった。

　医師と入れ替わりで今度は警察官がやって来る。事情聴取の過程で聞かされたのは健二さんのことだ。

　彼は私との離婚後、次の仕事が決まらずノイローゼ気味になっていたらしい。造園業界では彼の噂が広まっていて相手にされず、かと言って営業部のエリートだったプライドがあるので仕事のレベルも給料も下げたくない。マンションを出てから実家には帰らず恋人の元に転がり込んでいたのだが、元々妊娠したと嘘をついていたような相手だ。彼女とは喧嘩が絶えず、甲斐性なしと愛想を尽かされ追い出されてしまった。

　自暴自棄になった彼は、こうなったのも私と社長のせいだ、責任を取ってもらおうと自分勝手に解釈し、私に会うために会社まで来たということだった。

　どう考えても責任転嫁。あまりにも自分勝手な考え方だ。しかしそれほどまでに追い詰められてもいたのだろう。車に向かってきたときの狂気に満ちた表情を思い出すと鳥肌が立った。

　健二さんはほかの病院で治療を受けているらしく、それが終われば警察に勾留され正式な取り調べが始まるのだそうだ。彼の両親が病院まで謝罪にやってきて、いずれ健二さんを連れて引っ越しし、精神科病院に入れるつもりだと言っていたらしい。私に直接謝りたいと懇願したそうだが父が突っぱねてそのまま帰ってもらったという。私も今は冷静に話せそうにないし、父の判断がありがたかった。

　警察が出て行くのを待って、私は真剣な表情を父に向けた。唾をゴクリと飲み込むと、覚悟を決めて声を出す。

「お父さん、私、もうお見合いはしたくない」

「そうか……俺の判断ミスだったな。山根のことも、おまえの気持ちについても」

「違うの、そもそも私にお見合い結婚なんて向いてなかったんだよ。私には好きでもない人と夫婦生活を続けられるほどの度量がないんだと思う」

　──それに、今回のことで愛のない結婚は不誠実で不幸を呼ぶだけだと気づいたから。

「好きな人以外とは再婚したくないの。もしかしたらずっと独身でいるかもしれない」

　父にはそう言ったものの、私はきっともう誰とも結婚できないだろう。

　自分が誰を好きなのか、誰と結婚したいのかは私自身が一番わかっている。そしてそれが絶対に叶わないということも……。

「婿養子をもらうことができなくなるのは申し訳ないと思う。けれど会社には真尋さんをはじめ優秀な社員がたくさんいるでしょう？」

　父の気持ちを踏み躙るようで心苦しいが、会社の将来を考えるなら社員の中から後継者を選ぶという選択肢があってもいいはずだ。そうなったときには私は新しい社長を全力でサポートしようと思う。

　──それが真尋さんであれば嬉しいけれど……。

　父は白いシーツを見つめながら考え込む様子を見せていたが、ゆっくりと顔を上げて口を開いた。

「小町、真尋に会いに行っておいで」

「行ってもいいの？」

「ああ、俺はさっき顔を見てきたが、すでに事情聴取を終えていた。あいつは小町の命の恩人だからな、ちゃんとお礼を言うんだよ」

　お見合いの件に関してははっきりとした返事をもらえなかったが、否定しなかったのが父の答えなのだろうと思う。

「ありがとう、行ってくるね」

　父に背中を支えられてゆっくりと立ち上がる。少し立ちくらみがしたが大丈夫だ。私は病室に父を残して隣の部屋へと向かった。ノックをすると「はい」と彼の声で返事が返ってくる。スライドドアを開けるとベッドから起き上がろうとする真尋さんの姿が見えた。

「ちょっと、動いちゃ駄目じゃないですか！」

　慌てて駆け寄り彼をベッドに横たわらせる。見れば顔は腫れ上がり、目のまわりにも頬にも赤紫のアザができている。両手には包帯が巻かれ、病衣の胸元からはコルセットらしきものがのぞいていた。あまりの痛々しさに申し訳なさが募る。

「真尋さん、助けてくれてありがとう。そしてごめんなさい」

　深く頭を下げてからベッドサイドの椅子に腰掛けた。

「小町さんが謝る必要なんてありません。車を停める前にアイツに気づかなかった私の責任です。申し訳ありませんでした」

　逆に謝られて恐縮してしまう。本当に責任感が強く、自分に厳しい人なのだ。

「それより、あなたこそもう動いて大丈夫なんですか？　どこか痛みは……！」

　真尋さんは私の右手に白い傷パッドが貼られているのを見つけると、「この手のひらはどうしたんですか？　やはりケガをしたんですね！」と血相を変えた。

「こんなのたいしたことありません。真尋さんのほうが……」

「いえ、私は社長からも亡くなった奥様からも小町さんを守るよう仰せつかっているんです。役目を果たせないのであれば生きている意味がない」

　──ああ、彼はどこまでも忠義の人なんだ。

　私の両親から受けた恩などとっくに返しているというのに、いまだに感謝し、華岡家と会社、そして私のことまで気遣ってくれる。全身傷だらけの自分よりも私を心配する優しさに涙がこぼれる。

「本当に、迷惑かけてごめんなさい……」

　今回のことは元はといえば私が招いたようなものだ。たしかに離婚になったのも職を失ったのも健二さんの自業自得ではあるけれど、そうなる前に私がどうにかできたんじゃないかとも思うのだ。

　もっと健二さんと話をしていれば、もっと彼に興味を持っていれば、結婚する前に恋人の存在に気づけていたかもしれない。そもそも真尋さんを想っていながら父に言われるままにほかの男性と結婚したことが間違いだったのだ。そのくせ実家に逃げ込んで、離婚の手続きも何もかも父や弁護士に任せてしまった。

「私が彼とちゃんと向き合っていれば、こんなことにならなかったのかもしれないのに」

「馬鹿なことを言わないでください！　あなたは被害者なんだ、非なんてあるはずがない！」

「でも……」

　恐怖や不安や反省や、いろんな感情が一気に押し寄せて胸から溢れ出した。耐えきれず両手で顔を覆うと、包帯を巻いた手が私の髪を優しく撫でてくる。

「さっき……山根があなたに向かって駆けて来たとき、心臓が止まるかと思いました。小町さんを失うかもと思った瞬間、我を忘れてアイツに飛び掛かっていた」

「えっ？」

　顔を上げると目の前で真尋さんの瞳が揺れていた。頭に置かれていた手がゆっくり下りてきて、私の頬の涙を拭う。

「俺は……私は、あなたを守りたかったのに……針の先ほどの傷だってつけたくなんかなかったのに……。俺は、あなたに何かあったら……」

　途切れ途切れの声が震えている。こんなに切なげで弱々しい彼を見るのははじめてだ。

「真尋さん、私は真尋さんのおかげで今ここにこうしていられるんです。守ってくれてありがとう、私はちゃんと無事ですから」

「ふっ、あなたは普段、大人しくて控えめなくせに、いざとなると無茶をする。幼いときから変わっていない」

　三日月みたいに目を細め、泣き笑いの顔で微笑んだ。不意打ちの表情が胸を打つ。

「そ、そんなことは……」

「そうなんです」

　彼が私の右手を握る。手のひらをじっと見つめてから白いパッドに口づけた。

　──あっ。

　伏せた長いまつ毛が揺れている。その姿があまりに神聖で美しかったので、私は身じろぎ一つせずぼんやりと見惚れてしまう。

　唇がふれたそこからじわりと熱が伝い、全身を多幸感が包む。しばらくしてから唇が離れたが、右手は握られたままだ。真尋さんが至近距離から話しかける。

「小町さん、もう二度とあんな無茶をしないでください。私は……あなたを大切に想っているんです」

　──これでもう十分だ。

　私はちゃんと想われている。たとえそれが私の望むような『愛』ではないとしても、あなたはずっと私を大切にしてくれていた。家族のように、妹のように。

　けれど今度は私にだって守らせてほしい。

「真尋さん、これからあなたが治るまで、私が身のまわりのお世話をさせていただきます。どうかよろしくお願いします」

「……社長から聞いています。あなたはそれでいいんですか？」

「もちろんです！　だってあなたは私の命の恩人なんですから。私のことは好きなように使ってください！」

「小町さん……」

　彼が両手で私の手を握り締める。じっと見つめる瞳にいつにない熱を感じ、私も言葉を発することなく見つめ返す。しばらく沈黙が続いたあとで、彼の唇が戸惑いがちに動くのが見えた。

「小町さん、私と結婚してください」

　──えっ？

　突然のことで思考が追いつかない。目をぱちくりさせている私に真尋さんが言葉を続ける。

「どうかこれからは、夫としてあなたを守らせてください。社長には了解を得ています」

「父に、了解を？」

　──ああ、そういうことか。

　いきなり突拍子もないことを言い出すので驚いたが、これで合点がいった。今回の事件で私の身を心配した父が一計を案じたのに違いない。彼は父の命令でこんなことを言っているのだ。

　私は真尋さんの手を引き剥がすとどうにか笑顔を作ってみせた。

「真尋さん、どうもありがとう。けれど私たち家族のために自分を犠牲にすることはないと思います。あなたはもう十分尽くしてくれているんだから」

「違う！　私は本気であなたのことを……」

「こんなバツイチ女のために無理をしないでください。父には私からちゃんと言っておきますから」

　夢にまで見た彼からの求婚がこんな形で実現したことが悲しくて仕方がない。こんなことならさっさと自分から告白しておけばよかった。同情でプロポーズされるくらいなら思い切り玉砕したほうがまだマシだ。

　泣きだしそうになるのをグッと堪えて彼を見る。

「私にだってそれなりのプライドはあるんですよ。夫に浮気されて出戻ったあげく、今度は父の命令で嫌々結婚してもらうとか……そんなのあんまりじゃないですか」

「小町っ！」

「あっ！」

　グイと腕を引かれて椅子から腰を浮かせた瞬間、強い圧で唇を塞がれた。

　──えっ!?

　驚いている間に唇が離れ、今度はきつく抱きしめられる。

「真尋さん、肋骨が！」

「そんなことはどうでもいい！　頼むから黙って聞いてくれ！」

　怒気を含んだ大声に思わず身を縮こませる。今日の格闘時はともかく、私に対してこんなに感情を剥き出しにするのははじめてじゃないだろうか。胸に顔を埋めたまま固まっていると、頭上から真尋さんが話しかけてきた。

「今のが俺のファーストキスです」

「えっ、嘘っ！」

　思わず顔を上げると、彼がすぐそこでふわりと微笑んでいる。照れたようなくすぐったいようなその顔は、幼い頃に見たことのある懐かしいもので。

「この歳でセックスを知らないだなんて嘘をつくつもりはありません。けれどキスだけは、好きな相手としかしたくなかった。そして俺は、その相手があなたであればと思っていました。こんな形で実現するとは思わなかったけれど……それでも俺は、あなたとキスできて嬉しいです」

　私を抱きしめながら「やっと言えた……」とため息と共に呟いた。

　──ああ、これは彼の本心だ。

　だって背中にまわされた手の力強さや頭上に降ってくる吐息混じりの声、そして何よりトクトクと猛スピードで脈打つ心臓の音が、彼の気持ちが嘘ではないと伝えてくれている。

　私は確かめるようにゆっくりと口を開く。

「……本当に、私でいいんですか？」

「小町さんがいいんです」

　その言葉で覚悟を決めた。私は彼から離れて姿勢を正し、まっすぐに彼を見つめる。

「真尋さん、私もあなたのことが大好きです」

「それは……兄のような存在としてですか？　それとも……」

　彼の喉がゴクリと動くのが見えた。

「一人の男性として真尋さんを愛しています。ずっと振り向いてほしいと思っていました。私も……あなたとキスできて、嬉しかった」

「……奇跡だ」

　ポツリとこぼしたその直後、再び強い力で抱き寄せられる。すぐに唇が重なると、「好きだ」とくぐもった声が聞こえた。顔の角度を変えながら互いの唇を貪りあう。自然に舌が絡まった。吐息も唾液もハチミツみたいに甘ったるい。まるで麻薬みたいに脳芯が痺れて思考がぼやけていく。

　呼吸が苦しくなった頃に唇が離れ、おでこをコツンとぶつけられる。

「小町さん、愛しています。身分違いは承知していますが、どうか私と結婚してください」

「身分違いだなんて……私のほうこそ出戻りですが、どうかよろしくお願いします」

「戻ってきてくれて感謝だな……」

　二人でクスッと笑い合い、自然な流れでキスをする。

　──ずっとこうしてくっついていたい。

　今までずっと想いを伝えられなかったぶん、一分一秒でも一緒にいたい。互いの熱を伝え合いたい。

　彼も気持ちは同じだったようで、何度も息継ぎを繰り返しては、また唇を求め合う。

　それは回診のドクターが病室のドアをノックするまでずっと続いていた。





　＊＊＊






「真尋さん、お加減はいかがですか？」

　引き戸を開けて顔を覗かせると、真尋さんが急いで布団から起きようとするのが見えた。

「ちょっと、寝てなきゃ駄目ですよ！」

　慌てて彼に駆け寄った。

　病院で様々な検査や処置を受けた真尋さんは、昨日の午後、二泊三日の入院生活を終えてこの屋敷に帰ってきたばかりだ。彼がいるのは庭に面した十畳の和室。本人は昔住んでいた離れに行くものだと思っていたらしいが、そんなところで一人で寝起きさせるわけがない。この客間まで私がせっせと足を運び、心を込めて身のまわりのお世話をさせてもらうのだ。

　だって彼は私の命の恩人で……もうすぐ私の夫となる人なのだから。




　入院当日にお互いの気持ちを伝えあった私たちは、その後父にも病室に来てもらい結婚の意志を伝えた。意外にも父からの反対はなく、むしろ手放しで喜んでくれて。

　その場で再婚禁止期間の百日が経つのを待って入籍することまで話が進み、恋人どころかいきなり婚約者になったのだった。

　私の離婚が成立してから既に二ヶ月以上経っている。つまりあと一ヶ月ちょっとで真尋さんと私は晴れて夫婦になれるということだ。




「──真尋さん、私が部屋に来るたびにいちいち起き上がるのはやめてください。肋骨に負担がかかります。身体を起こすときは私がお手伝いしますから」

　私は持っていた洗面器と救急箱、バスタオルをドサッと畳に置くと、真尋さんの背中を支えて身体を起こすのを手伝った。彼が畳の上の荷物に視線を移す。

「それは？」

「ああ、これは真尋さんのお世話セットです。これから身体を拭かせてもらおうと思って」

　真尋さんより一足先に退院した私は、昨日のうちにドラッグストアで必要そうなものを一式購入していた。取っ手付きの救急箱には病院で処方された薬や湿布のほかに、消毒液やガーゼなど怪我の処置に必要な物が揃えてある。

　洗面器でお湯に浸かっているのは清拭用のフェイスタオルだ。彼は次の受診まで入浴を控えるよう言われているので、それまでは毎日私が身体を拭かせてもらうつもりでいる。

　この部屋の隅に置かれた三段の衣装ケースも真尋さん用に慌てて購入したものだ。彼から鍵を預かってアパートに私物を取りに行ったとき、部屋を見渡して女性の影がなかったことに安堵したのは内緒だけれど。

「これはかなり本格的ですね。私はそれほど重症でもないんですが」

　真尋さんが肩をすくめて苦笑する。

「何を言ってるんですか！　無理をすると治りが遅くなるってお医者さまが言ってたでしょう？　そんなことになったらここに来てもらった意味がなくなっちゃいます」

「ふっ」

　──あっ、笑われた！

　彼が口元に手を当てて鼻から息を洩らすのを、私は見逃さなかった。

「真尋さん、私は真剣に心配しているんですよ」

「いや、失礼しました。怒った顔も可愛らしいと思ったもので。あなたのそういう表情を見るのは久しぶりです」

「かわ……っ！」

　途端に頬が熱くなる。不意打ちでそういうことを言わないでほしい。免疫がないから反応に困ってしまう。

「だ、だったらそんなセリフを言う真尋さんだってレアですよ。急にそんなことを言われると、その、落ち着かないです」

「ふっ、本当に可愛いな」

　──だから、それ！

　まったくどういうことなのか。想いが通じてからの真尋さんはそれまでと打って変わって何かと甘い。今朝だって食事を運んできたら『おはようございます』の挨拶と共にキスするし、退室しようとしたら『ありがとう』の言葉と共にキスされた。キスの大盤振る舞いだ。

　──ほら、今だって。

　真尋さんが私の顎に手を添える。もう覚えてしまった、これがキスの始まる合図だ。あっと思った瞬間には素早く唇を奪われた。今の私はさっきよりも顔が真っ赤になっているに違いない。

「もっ、もう！　いつも突然すぎです！　それと……キ、キスも、とても多い、ですし」

　正座の姿勢で膝に手を置き固まっていると、そこに真尋さんが自分の右手を重ねてきた。

「慣れてください。私はもう遠慮しないと決めましたから。これからは口説き文句をどんどん言うし、こうしてあなたにも触れさせてもらいます」

　膝の上でぎゅっと片手を握られる。

「そのワンピース、いいですね。最近は出勤用のスーツ姿しか見ていなかったので新鮮です。そういえば学生時代のあなたはスカートを好んで履いていて……」

「ちょっと待ってください！」

　咄嗟に両手で彼の口を塞ぐ。たしかに今日は膝丈のフレアーワンピースを着ている。少しでも真尋さんに綺麗だと思われたくて、わざわざフェミニンな服を選んだのだ。だから褒められるのは嬉しいけれど、これ以上続くと心臓が止まってしまいそうだ。

「真尋さん、本当にどうしちゃったんですか？」

　彼は自分の口から私の手を引き剥がすと、「ふっ、きっと浮かれているんでしょうね」と笑みを浮かべる。ご丁寧にも私の手のひらにキスを落としてから元あった膝の上に戻してくれた。

「真尋さんは、浮かれているんですか？」

「当然でしょう、あなたを妻にすることができるんですから」

　──っ妻!!

　そのとおりではあるけれど、彼の口からその言葉が出るとやけに現実味を帯びてくる。

「あなたを妻にするどころか、告白することもこうしてキスすることも遠い昔に諦めたことでした。ましてや両想いだなんて……」

　だから今は気持ちを正直に伝えられるのが嬉しいのだ、浮かれるのを許してほしい……と眩しそうに目を細めた。

「そんなの、私だって」

　私だって一方通行の片想いじゃなかったことが嬉しいし、彼の甘い言葉に戸惑いはするものの嫌なわけではなくて……。

　──そうか、もう気持ちを隠す必要がないんだ……。

　そう思うと感慨深くてうるっときた。せっかく両想いになれたのだ、照れてばかりいないで自分の気持ちも素直に伝えていかなくては。

　私は鼻を啜って「よし！」と気合を入れる。

「……お湯が冷める前に身体を拭かせてください。まずは服を脱がせますね」

「脱ぐくらいは自分でできます」

「真尋さん、私にやらせて？　私だって、その……浮かれてるので」

「そうですか……ありがとう、愛しています」

　チュッと唇を奪われる。

　──必殺、浮かれ返し！

　もう、本当に困ってしまう。困るし照れるけれど、やっぱり嬉しくて仕方がない。




　真尋さんの受けた怪我は私の想像をはるかに超えるものだった。パジャマの上を脱がせて着脱式のコルセットを取りはずすと、背中や腕に赤紫や青色をしたあざがいくつも浮かんでいる。そうなるのも当然だ、あれはそれほど激しい格闘だった。下手をすれば命の危険もあったのだ。身を挺して守ってくれた彼に、改めて感謝の気持ちが募る。

「青あざが酷い。本当に痛そう」

「ハハッ、昔は喧嘩も強かったんですが、腕が鈍りましたね」

「えっ、喧嘩なんてしてたんですか？」

　尋ねる声が大きくなった。

　私の記憶にある真尋さんは、面倒見がよくていつも優しかった。大人になってからは冷たく感じていたけれど、それも今となっては距離を置くためだったと理解できる。いずれにせよ乱暴というイメージはなかったので、喧嘩という単語が不釣り合いに思えた。

「でも、たしかに健二さんと格闘してたときは喧嘩慣れしている感じだったかも。本当はやんちゃだったんですか？」

「……はるか昔のことですよ。それより私は小町さんが無事ならそれでいいんです。こうしてもらえるだけで癒されますから。さあ、お願いします」

　そう言うと、こちらに背中を向けて胡座をかいた。なんだか誤魔化されてしまったような気がするけれど、昔のことはあまり思いだしたくないのかもしれない。そのまま清拭を開始する。タオルを何度もお湯で洗って絞りながら彼の上半身を拭き終えた。

「次は下も……」

　と下半身に目を向けたところで手が止まる。私の視線は彼の大きく張り出した股間に釘付けだ。

　──これ、勃ってるってことだよね。

　そのことに触れていいものなのかどうか……もしかしたらこういう場合は気づかないフリをすべきなのかもしれない。

「え、えっと……下は自分で脱ぎます？」

「……小町さんが脱がしてくれるんですよね？　よろしくお願いします」

　彼が布団に横になった途端に股間の膨らみが強調される。こちらは目のやり場に困っているというのに真尋さんは平気な顔だ。むしろ口角を上げて楽しげにも見える。

　──こうなると、意識している私のほうが変態なんじゃ!?

　ここで躊躇するのは変だろう。彼の身の回りのお世話をすると決めたのは、他でもない自分自身なのだ。

　私は覚悟を決めるとパジャマのボトムスとボクサーパンツを引き下ろした。ブルンと屹立が跳ね上がる。いきなりのことで思わず「きゃっ！」と声が出た。

　──これは看病、これは看病……。

　心の中で繰り返し、彼の下半身に温めたタオルをかぶせる。

「あ、あまりジロジロ見ないようにするので大丈夫です、はい」

　何が大丈夫なのかは自分でもよくわからないが、視線を微妙に逸らしながら勃ち上がったソコをタオルで包んで拭いていく。布越しでも彼のモノの太さと硬さが感じられる。

「は……っ、気持ちいい」

　真尋さんが吐息を洩らす。少し掠れた声が色っぽい。

「そうですか、よかった」

「……小町さんも気持ちよくなりたくないですか？」

「えっ!?」

　驚いて真尋さんの顔を見ると、やけに熱のこもった瞳が見据えてきた。

「私は小町さんにもっと触れたいと思っているんですが」

　言葉の意味を理解して、カッと全身が熱くなる。

「私が興奮しているのには気づいていますよね。小町さんは興奮していないんですか？　私に触られるのは……嫌ですか？」

「嫌だなんて……」

　嫌なわけがない。だって真尋さんは私の初恋の人でずっと恋焦がれていた相手なのだ。本当だったらはじめても彼に捧げたかった、彼だけに触れてほしかった。

　──今だって……。

　スーツの上からはわからなかった、見事に引き締まった肉体と私に反応したであろう屹立。そんなものを見せつけられて淫らな気持ちになるなと言うほうが無理だ。

　実際私はさっきからお腹の奥をずっと疼かせているし、ナカのほうから濡れてくるのを感じていた。うぶな女のフリをしながら、こうしてちゃっかり期待しているのだ。

「私だって興奮してます。でも、真尋さんの怪我が……」

　なにせ真尋さんの肋骨にはヒビが入っている。ここには療養しに来ているというのに私のせいで悪化したら本末転倒だ。けれど……。

　私の躊躇を振り払うかのように、真尋さんが私の手からタオルを奪い取った。そのまま洗面器に放り込むと、私を真っ直ぐに見つめてくる。

「激しく動かないようにします。最後まではシませんし、小町さんに触れて味わいたいだけなんです。駄目ですか？」

　こんなふうに懇願されて抗えるはずがない。

「……駄目じゃ、ないです」

「そうですか、ありがとう」

　真尋さんは目を細めると、「ショーツを脱いでこちらへ」と手のひらで枕元の畳を叩く。

　私はワンピースを着たままショーツだけを脱ぐと、緊張した面持ちで枕の横に正座した。

「それでは私に跨ってワンピースを捲ってください」

「えっ！」

　予想外のリクエストに固まった。これはさすがに難易度が高過ぎじゃないだろうか。たしかに彼は寝たままでいいが、私が羞恥に耐えられそうにない。

「それはちょっと……」

「ですが私は動いちゃいけないんでしょう？　だったら小町さんが来てくれないと。それとも初夜までは触るのもお預けですか？」

　小首を傾げて切なげな目をするのをやめてほしい。そんなふうにされたら願いを叶えたくなってしまう。それに何より真尋さんがこうなったのは私のせいなのだ。彼が動けない以上、私が動くのが筋というものだろう。

「……わかりました」

　私は大きく深呼吸すると、覚悟を決めて腰を上げる。彼の首のあたりに跨って眼前で膝立ちになった。

「見えません、ワンピースの裾を持ち上げて」

　彼が鬱陶しそうにワンピースの裾を指先でつまむ。

「でも……恥ずかしい」

　じつを言うとワンピースで隠れた下は、すでに愛液が滴っている。そんなところを真尋さんに見せていいのだろうか。いやらしい女だと嫌われてしまったら……。

　悩んだ末に、私はとうとう口を開く。

「私……濡れてるんです」

「見せて」

　驚くほど食い気味に言い切られた。

「見たい、小町さんのいやらしいところを見せてほしい。そんなの煽っているようなもんだろう」

　煽ったつもりはないけれど、彼の爛々と輝く瞳が引く気はないと語っていた。私は勇気を出してワンピースの裾を持ち上げる。下半身に生暖かい外気が触れた。

「本当だ、もうこぼれてる」

　真尋さんが至近距離から凝視している。羞恥で頭が爆発しそうだ。けれどそれより彼が私をそういう目で見てくれることが嬉しい。ようやく彼に『そういう対象』として見てもらえるようになった、その事実が私の胸を歓喜で満たす。

「小町さんは私の身体を拭きながら、ショーツの中をこんなにしてたんですか？」

「あっ！」

　彼が右手を伸ばして花弁に触れる。溢れる蜜を人差し指で掬い、ゆっくりと口に含んだ。

「うん、美味しい」

　私を見上げる蠱惑的な瞳と仕草の色っぽさに、恥ずかしさも忘れて魅入ってしまう。

　続けて割れ目に沿って優しくそっと撫で上げられた。たった一撫でされただけなのに、そこから痺れが拡がり全身を包む。彼が花弁をひらき、今度はもっと激しく中心線を擦り上げた。

「あっ、やんっ！」

　思わず鼻にかかった声が出る。

「ふっ、可愛いですね。もっと聞かせて」

　擦る指の力が強くなり、クチュクチュと湿った音がどんどん速くなっていく。合間に上の蕾も掠られて、えも言われぬ刺激が走る。

「あっ！　やっ、擦れる……っ！」

「ええ、気持ちよくなってほしくて擦ってるんです。どうですか？　気持ちいいですか？」

「いい……です」

「本当だ、ヒクヒクして喜んでますね。ここからだとピンクの割れ目がよく見える。今度はナカに触れてもいいですか？」

　まるで焦らすかのように、蜜壺の入り口あたりを指で小刻みに刺激される。

「んっ、あっ、ああっ」

　言葉にならず、喘ぎ声をあげながら無我夢中でうなずいた。

　蜜壺に人差し指が挿入ってくる。ナカに触れられる感覚は久しぶりだ。健二さんははじめてシたとき『狭くて気持ちいい』と言っていたけれど、彼との行為は痛いばかりでこんなに濡れたりしなかった。彼の恋人が言っていたように、私はマグロというやつだったのだろう。

　やはり私のソコが狭いのか、真尋さんは入り口をほぐしながら慎重に指を進めてくれている。浅いところで指を曲げられた瞬間、ビリッと電気が流れるような感覚があった。

「やぁっ！」

　──これは何!?

　こんな感覚はじめてだ。気持ちいいけど強くて怖い。未知の刺激に目を見開く。

「……ここか」

「ここ？」

「小町さんの一番イイところです。……そうか、小町さんはＧスポットでイかされたことがないんですね」

「ジー、スポット？」

「ここですよ」

　彼は口角を上げて含みのある笑みを浮かべると、さっきと同じ場所をグイと押し上げた。痛みとも痒みとも区別のつかない猛烈な快感。目の前で火花が散った。

「やっ、ああっ！　駄目、強すぎる、駄目っ！」

「駄目じゃない、快よくなっているんです」

　彼は低く呟くと、すかさずそこをピンポイントで突つついてくる。そのたびにビクンと腰が跳ねた。真尋さんの細い指が抽送を開始する。指の腹で内壁を擦りながら合間に敏感なポイントを掠めていく。そうされるたびに刺激が走り、お漏らししそうな感覚に襲われる。

「やっ！　やだぁ、変になる……っ」

「変になればいい」

　身悶える私をよそに、彼が指の抽送を速くした。グチュグチュと水音が響き渡る。

　ナカの指を止めることなく今度はもう片方の手で外の蕾を弄り始めた。愛液を指の腹に纏うとクルクルと蕾の表面を撫でまわす。ジンと熱く痺れてきた。

「あっ、熱いっ、やっ……」

「嫌ですか？　ここをこうされると気持ちいいでしょう？」

「あっ、やぁっ！　ああっ！」

　指の腹で蕾を左右に揺らされる。小刻みな振動が甘い疼きとなって全身を伝う。

「やっ、やっ、本当に、もう……っ」

　まるで私をいたぶるのを楽しんでいるかのように、しつこい攻撃が延々と続く。ナカと外を同時に弄られ続け、とめどない刺激が襲う。これ以上は気が変になりそうだ。

　蜜口がヒクつき奥から波が起こってきた。快感がジワジワと迫り上がってくる。限界はすぐそこだ。どんどん蜜があふれて太ももを伝い落ちた。

「真尋さん、もう駄目っ、イっちゃう」

「いいよ」

「やっ、ああーーっ！　もう……イくっ！」

　二本の指で蕾をギュッとつままれた瞬間、猛烈な快感に呑み込まれる。私は喉を晒して嬌声をあげた。

　──もう、駄目……っ。

　絶頂を迎えた私は前のめりに倒れ込む。彼を押しつぶすまいと咄嗟に畳に両手をついた。

　まだ全身に痺れるような感覚が残っている。私は四つ這いの格好で太ももを震わせながら、大きく息をして波が去るのを待った。そのとき。

　──えっ!?

　腰をグイと引き寄せられて、私の秘部に生温かい息が吹きかかる。次の瞬間、彼が割れ目をゆっくりと舐め上げていた。熱さと同時に刺激が走り、私は腰を跳ねさせる。

「嘘っ！　真尋さん！」

　悲鳴みたいな声が出た。膝立ちでさえ恥ずかしくて仕方がなかったのに、好きな人の顔に直接跨るなんてとんでもないことだ。慌てて離れようとするも、腰にまわった真尋さんの手に力が籠るだけだった。

　私の動揺をよそに、彼は犬みたいにペチャペチャと無言で舌を動かし続ける。私の身体が再びナカから疼きだした。

「やっ、イったばかり……っ」

「そうですね。ヒクついていて可愛いです。よく見えるようにまた裾を持ってください」

　羞恥よりも欲望が勝った。私は言われるままに片手で裾を捲り上げる。彼は満足げに微笑むと、両手で花弁を開いて中心に口づけた。チュッチュと何度か唇を押し当ててから、再び水音を立てて蜜を舐め取っていく。

「小町さんのココ、甘くて美味しいです。もっと蜜を出して」

　蜜口に肉厚な舌をグリグリと押し付けられた。そこからとろけるみたいな感覚がして、私は思わず「あんっ」と甘ったるい声を洩らしてしまう。

「あっ、は……っ」

　さっき達して苦しいはずなのに、彼の強弱をつけた絶妙な舌づかいで苦痛が悦楽へと変わっていく。脳芯まで痺れたみたいだ。もっと、もっとと心と身体が快感を追い求める。

「ふっ、腰が揺れていますね。気持ちいいですか？」

「いい……っ、真尋さん、気持ちい……です」

　自分がこんなにふしだらだなんて知らなかった。こんな場所で、こんな格好でと思うのに、それがなおさら私を異様な興奮状態へと駆り立てている。

　──こんなの、はじめて……。

　五ヶ月間の結婚生活ではこんなに乱れたりしなかった。与えられる刺激を受け止めるのみで、みずから求めたり昂ぶることなどなかったように思う。

　──相手が真尋さんだから。

　ずっと想いを寄せていた相手だからこそ、私はこんなにも大胆になれる。彼の言葉が、丁寧な愛撫が、私を素直にさせてくれるのだ。やっと彼に触れてもらえた喜びで、身体の奥から熱いものが込み上げてくる。

「は……っ、いい……っ」

　喉を晒してうっとりと呟くと、真尋さんがふっと鼻から息を吐く。

「またトロトロにあふれてきましたね。思う存分味わわせていただきます」

　唇を強く押し当て蜜口に吸い付いてきた。ジュルジュルとわざとらしく大きな音を立てて勢いよく蜜を啜る。蜜がこぼれる間もないほどに、文字どおり味わい尽くされている。

　次は蕾にむしゃぶりつかれた。突起を唇で挟み込んで強く吸い上げてくる。猛烈な刺激に嬌声をあげた。

「ああっ！　そんなに強く吸っちゃ、駄目……っ」

　けれども彼は、むしろ激しくいじめてくる。快感を逃がそうと捻った腰を押さえつけ、蕾を吸ったり舐めたりを繰り返された。舌全体でねっとりと舐めあげたかと思えば舌先で揺すったり先端を突ついたり。緩急つけた攻撃に、私はあっという間に絶頂へと導かれてしまう。

「やっ、また、イっちゃうから……っ」

「イって」

　とどめを刺すかのように再び蕾に吸いつかれ、快感が背筋を駆け抜けた。私は猫のように背中を仰け反らせる。

「あっ、ああーーっ！」

　達した直後だというのに脚を閉じるのも敵わない。このまま倒れ込むこともできない。畳についたままの右手も痺れてきた。

　──どうしよう、真尋さんに体重をかけるわけにはいかない。

　私は身体を震わせながら、どうにか畳の上へと倒れ込む。そこにすかさず彼が覆い被さってきた。

　──えっ、嘘っ！

「真尋さん、動いちゃ駄目！」

「こんなエロい姿を見せられて耐えられるか！」

「でもっ！」

「わかってる！　わかってるから……っ」

　彼は私の首筋に舌を這わせつつ、片手で背中のファスナーを器用に下ろす。襟元から布地をグイとずらして私の肩を曝け出すと、そこに歯を立て噛み痕をつけた。そのままブラジャーも引き下ろして胸の谷間に顔を埋うずめる。チューッという高い音と共に鈍い痛みを感じた。彼が顔を離したそこには赤紫の花びらみたいな痕がついている。私が彼のものになった証みたいで嬉しい。

　真尋さんが私の胸の突起を口に含む。舌で器用に転がされると、触れられていない下半身までが疼いてきた。片方の手で胸を揉まれて喘ぎ声が洩れる。

「あんっ、ふ……っ」

「可愛い声だ。もっと聞かせて」

　彼が足元に移動した。ワンピースの裾を捲り上げ、膝裏から私の両脚を持ち上げる。間髪入れずに股のあいだにむしゃぶりついてきた。

「真尋さん、駄目……っ。あっ」

「大丈夫、もっと快よくなる」

　彼のために今すぐ止めなくては。わかっているのに咎める声は小さく弱い。私の心を読んだかのように、彼はますます口淫を激しくする。湿った音を立てて蜜口から愛液を啜り、次は真っ赤な蕾に吸い付いてきた。舌で輪郭をなぞられ突かれる。もう気持ちいいのか苦しいのかもわからない。

　再び指が挿入ってきた。ナカを乱暴にかき混ぜられて蜜口のヒクつきが止まらない。またイってしまいそうだ。

「あっ、やっ、両方は、激し……っ」

　達するかと思われたその瞬間、不意に彼の指が抜かれ、唇が離れていく。

　──えっ？

　上体を起こした真尋さんが、私の両膝に手を掛ける。

「イきそう？　今度は一緒にイってもいい？」

「一緒？　それって……」

　まさか最後までするつもりなのだろうか。さすがにそれは止めなくては……と葛藤していたら、予想に反して私の脚が閉じられた。太もものあいだに温もりを感じ、私は慌てて頭を上げる。見るとそこには真尋さんの立派な漲りが挟み込まれていた。彼が私を見下ろしながらゆるりと腰を動かし始める。

「嘘っ！　真尋さ……ああっ！」

　真尋さんが腰を前後させると熱い漲りが股間を滑る。膨張してカチカチになった肉棒が花弁をめくり、敏感な部分をダイレクトに刺激する。そのたびに内壁が蠢き愛液を溢れさせた。彼の先走りと混ざり合い、クチュクチュと卑猥な音を立てている。こんなのもうセックスしているようなものだ。

「小町、太ももをもっと締めて」

　言われずとも自然に力が入ってしまう。固く閉じた太もものあいだを真尋さんの屹立が往復する。その生々しい質感に、否が応でも興奮が高まっていく。擦れる肉も、お腹の奥も、すべてが熱くて仕方がない。

　彼が擦るスピードを一気に速めると、達する直前で持て余していた疼きが、今また大きな波となって迫ってきた。

「あんっ、あっ、擦れてる。真尋さん、熱いっ」

「ああ、小町に挟まれて俺のも熱くなってる。気持ちいいな」

「うん、気持ちい……もう、変になる……っ！」

　沸騰した頭に自分の嬌声と粘着質な音が響き渡る。爪先をキュッと丸めてどうにか快感を逃そうと試みるも、襲い来る強い波には抗えない。カリの部分で蕾を引っ掻かれて悲鳴をあげた。もう限界だ。

「やっ、あっ、ああっ！　もうイクっ、イっちゃう！」

「うあっ、俺ももうイきそうだ」

「ああーーっ！」

「小町……小町っ、好きだ！」

　二人の声が重なった直後、私のお腹に生温かい白濁液が飛び散るのが見えた。

　──真尋さんが好きだと言ってくれた。私の身体で気持ちよくなってくれた。

　そう思った瞬間、全身が歓喜に包まれる。目の前でチカチカと光が瞬き、私は今日三度目の絶頂を迎えたのだった。




「こっちにおいで」

　彼がお腹を拭いてくれ、呼吸が落ち着くのを待って一緒に布団に入る。

　ぐったりした私の隣に寝そべりながら、真尋さんが髪を撫でてきた。

「もう、無茶をしちゃ駄目なのに」

　自分のことを棚に上げて、私は頬を膨らませてみせる。たしかに流された私も悪かったけれど、やはり真尋さんが一番悪いと思う。

「約束どおり、最後まではしていません。我ながらよく我慢したと思いますが？」

「それでも動きすぎ！　こういうことは完全に治るまで禁止です！」

　次の診察は一週間後だ。そのときにお医者様から『骨が折れてますね』なんて言われたらシャレにならない。

　そのとき真尋さんが小さくぼそっと呟いた。

「……ああ、小町に挿は入いりてぇ」

「あっ、その言い方、昔の真尋さんだ」

　思えば彼は、高校時代まではずっとこんな口調だったはずだ。施設を出て我が家に来ると同時に敬語を使い始め、秘書となってからはますます冷たくなって、丁寧すぎるほどの物言いをするようになった。

　──そうか、彼の本質はずっと変わっていなかったんだな。

　私が彼への恋心を自覚して悩んでいたように、彼の中でも様々な迷いや葛藤があったに違いない。施設育ちの彼がここまでになるには人より駆け足で大人になるしかなかったんじゃないだろうか。新しい環境に飛び込んで立場も環境も変わっていくなかで、二十九歳の今までに捨てたり諦めたりしたものもきっとたくさんあったのだろう。

　──それでも彼は私を守り続けてくれていた。ずっと好きでいてくれたんだ……。

「小町さん、泣いてるんですか？」

　気づけば私の頬を涙が伝っていた。でも大丈夫、これは悲しみの雫じゃない。彼の愛情を実感できた喜びの涙だ。

　──彼を大切にしよう。

　華岡家に恩義を感じている彼は、きっとこれからも私や父に忠誠を尽くし続けるのだろう。このまえみたいに命をかけることも厭わないで。

　だったら私が彼を守ろう。自分を大事にしようとしないこの人を、私が誰よりも大切にし、愛し労り続けるのだ。

「真尋さん、大好き。結婚したらいっぱいイチャイチャしましょうね」

「えっ、結婚まではイチャイチャ無しですか!?」

「ふふっ、楽しみですね」

　本当に本当に、楽しみだ。







２、冷徹メガネ男の執愛 Ｓｉｄｅ真尋








　世田谷区成城にある華岡家は、木造二階建ての母屋と平屋建ての離れからなる豪邸だ。元は茶室に合わせて造られたという苔むす庭は、『華岡造園』創業者である先代社長が設計したもので、今も二代目社長みずからが手入れをして当時からの姿を保っている。

　その美しい露ろ地じ庭を眺めることができる日当たりのいい客間が、今の俺にあてがわれている部屋だ。渡り廊下を進んだ先にあるプライバシーを確保された空間で、俺が離れに居候していたときには大事なお客さまが泊まる前に掃除を任されたこともある。

　俺は痛み止めを飲んで立ち上がると引き戸を全部開け放つ。布団にゴロリと寝転ぶと、新緑の輝く美しい庭がよく見えた。

「ああ、しあわせだなぁ」

　この四日間は怒涛の展開だった。

　社長から人事部の部長になるよう言われたのが四日前の午後。出戻ってきた小町とは秘書と秘書見習いという関係でどうにか近くにいられたのに、それさえも叶わなくなるのかと落胆していた。それが外回りに行って帰ってきたら、小町の別れた夫が待ち構えていて。

　小町を守らなくてはという一心で、無我夢中で格闘した。そこに無謀にも彼女が飛び出してきたのだ。

　そのあたりからの記憶はかなりあやふやだ。とにかく目の前の男を蹴り続けていたような気がするが、警察に止められなければあの男を殺してしまっていたかもしれない。

　俺は本来、そういう男なんだ。





　＊＊＊






　俺が児童養護施設に入所したのは小学三年生のとき。アルコール依存症で暴力を振るう夫に愛想を尽かした母親は、俺が小学校に入学する前に家族を捨てて家を出た。

　それで父親の態度が改まるわけもなく、アイツは不甲斐ない自分や社会への鬱憤をぜんぶ俺にぶつけてきた。殴る蹴るはあたりまえ、真冬の夜にアパートの部屋から理由もなく締め出され、階段脇で凍えながら一晩過ごしたこともある。

　お金を稼ぐまで帰ってくるなと言われたときは、自転車で街中走り回って自販機のコイン返却口を漁り、どうにか二百円だけ拾い集めることができた。恐る恐る差し出したら「しょぼいな」と言って取り上げられたものの、『ああ、今日は殴られずに済んだ』と思ったのを覚えている。

　そんな父親は顔だけはよかったので女にモテたらしい。家に女を連れ込むこともあったが、大抵誰かの家にしけこんでいた。そのうちほとんど家に帰ってこなくなり、家にあったお米に虫が湧き水道も止められた頃、近所のおせっかいの通報で警察が来て保護された。

　そのときは『他人のことなんか放っておけよ！　余計なことをすんじゃねぇよ！』なんて思ったけれど。あのとき野垂れ死にしなかったおかげで小町と会えた。今は俺を生かしてくれたその人に心から感謝している。

　父親が今、どこでどうなっているのか俺は知らない。




　小町の母親は以前からたまに施設に顔を出しているスポンサーで、彼女が訪れる前日は必ず施設の全員で大掃除をさせられた。彼女が来ると園長はじめ先生が勢揃いで出迎えて、『華岡の奥様』と呼んでペコペコしていたものだ。

　その『華岡の奥様』（俺たち児童は華岡さんと呼んでいた）が六歳の一人娘を連れてくると決まったとき、お世話係に任命されたのが俺だった。なぜかというと俺が施設の児童たちのボスだったからだ。

　児童養護施設にいるヤツはみんなそれなりに問題を抱えていて、気性が荒いのも多いから何かとトラブルが起こる。俺も入所早々に上級生から『しつけ』という名目で喧嘩をふっかけられたのだが、逆にそいつらを片っ端からぶちのめしてやった。年齢にしては身体が大きく喧嘩慣れしていたし、死んでも構わないと思っていたから平気で無茶ができたのだ。以降、誰も俺に手を出してこなくなり、快適な施設生活を送ることができていた。

　先生たちはそういったいざこざに気づいていたのかもしれないが、何も言ってはこなかった。俺が目を光らせていれば悪ガキどもが静かにしているし、俺自身は大人しく本を読んでいるのが好きだったので都合がよかったのだろう。

　そういうわけで俺がお世話係になったわけだが、正直言えば最初は「めんどくさいな」の一言に尽きた。

　華岡さんのことは嫌いじゃない。施設にたっぷりお金を落としてくれるスポンサーだ。

　児童全員に本や学用品を買って来てくれるし一人一人の名前を覚えて声をかけてくれる、穏やかで優しく平等な『いい人』。俺には金持ちの自己満足にしか見えなかったけれど、それでも何もしないよりはしてくれるほうがありがたい。

　その華岡さんに「真尋くん、今度娘を連れてくるからよろしくね」と言われてしまったらうなずくしかない。先生たちからも「ちゃんと娘さんの面倒を見てあげてね」、「失礼のないようにね」とプレッシャーをかけられた。

　──ウザっ、役に立たないチビなんか連れてくんなよ。

　それでも頼まれたからには面倒を見るしかない。しょうがないな。最初はそんなふうに考えていたと思う。




　小町が母親に連れられて施設に顔を出したのは俺が小学六年生の五月。彼女は小学校に入学したばかりだったのだが、白い肌に長い髪、茶色っぽい瞳がビー玉みたいにキラキラしていて高級な人形みたいに見えた。チビで大人しくて、おまけに俺にビビっている。

　いや、俺というよりは慣れない場所と雰囲気が怖かったのだろう。母親のシャツにしがみついてなかなか離れようとはしなかった。

　その日は全員で花壇に球根を植えることになっていた。園庭の手入れなら定期的に業者が来るので本来ならそんなことをする必要はないのだが、華岡さんが『みんなで仲良く植えましょう』とダリアの球根を寄付してくれたそうで、せっかくなら娘さんもご一緒に……ということになったらしい。大人たちはスポンサーのご機嫌取りで必死なのだ。

「ほら、真尋くん、小町ちゃんに話しかけてあげて」

　先生に耳打ちされた俺は、『なんだよ、俺に丸投げするなよ』と思いながらも小町の前に進み出た。幼い頃から父親の顔色を窺っていたから外面を繕うのには慣れている。

「小町ちゃん、一緒に球根を植えようよ」

　俺が声をかけても小町はモジモジしていたが、母親に促されたこともあって俺が差し出した手を握ってくる。それから一緒に土に穴をあけて球根を植えて、その頃には笑顔も見せるようになってきた。

　問題が起こったのはその直後。水の入ったジョウロを小町に持たせたら、数歩歩いたところで思い切り転んでしまったのだ。

　小町は大声で泣きだすし、周囲の仲間や先生たちは『おまえ、娘さんに何持たせてるんだよ、どうするんだよ』という目で見てくるし。

　──くそっ、そんなこと知るか！

　俺はそう思いつつ、仕方なく彼女を背負って医務室へと向かった。

「そんなことで泣くなよ」

　背中の彼女に向かって悪態をついたのを覚えている。

　今考えれば小さくてか弱い小一の女児に水がたっぷり入ったジョウロを持たせた俺が悪かったのだが、そのときは『どうして俺がこんな目に』という思いのほうが強かったのだ。

　小町は膝を擦りむいていて、先生に処置をしてもらってからも鼻を啜り続けていた。華岡さんも医務室に来ていたので放ってもおけず、俺は「痛かったな」、「ごめんな」と言いながらひたすら小町の頭を撫で続けていた。

　それから華岡さんが来るときには必ず小町も連れてくるようになった。俺のどこが気に入ったのか、小町は初日の一件以来どこに行くにも俺にべったりついてくる。いつも俺のシャツの裾を掴んでいるので、その頃持っていた俺のＴシャツはぜんぶ裾が一部分だけ伸びていて仲間に笑われたものだ。

　最初はウザがっていた俺も自分にだけ懐いてくる彼女に愛着が湧いてきて、ペットができたような感覚で小町の面倒を見るようになっていった。

「おまえさ、俺ばっかじゃなくてほかのヤツらとも遊べよ」

「小学校にはちゃんと友達がいるよ」

　──ふーん、そうかよ。いるのかよ。

　なんだか胸がモヤついた。

「だったらそいつらと遊んでればいいじゃん。こんなところに来てんなよ」

「だって真尋くんに会いたいんだもん。真尋くんは優しくてカッコよくて、私は真尋くんのことが一番好きなんだもん！」

「ふーん、変なヤツ」

　──俺は優しくなんかないのに。

　純真無垢で素直な少女。彼女は俺の醜い部分や凶暴性をまったく知らない。俺は小町の前でだけは優しくて素敵な王子様でいられるのだ。




　俺が小町を可愛がるのに比例して、施設の女子たちが小町に反感を持つようになった。

　元々施設の子供たちは小町のことを歓迎していない。華岡さんは娘にボランティア精神を学ばせたかったのだろうが、こっちにしてみれば母娘仲良い姿を見せつけられるのもチビから施しを受けるのも屈辱でしかない。自分の不遇を思い知らされているようなものだ。

　優しい両親を持つ金持ちの娘。小町はただでさえ羨ましがられる材料を揃えているうえに、施設のボスでそこそこモテていた俺を独占しているのだから妬まれるに決まっている。

　ある日、何人かの女子が集まって小町の悪口を言っている現場に出くわした。

「あいつムカつくよね」

「真尋はあいつの家来じゃないっつーの！」

「今度来たらわざと転ばせてやろうか」

　俺はその輪に飛び込んで、「おまえら、あの子にそんなことをしたら俺が黙っちゃいないぞ」と睨みを効かせた。

　俺が小町を揶揄うのはいいが、ほかのヤツらが小町に危害を加えるのは許せない。なぜかそう思ったのだ。

「おまえ、俺の古いＴシャツが欲しいって言ってただろ。好きなのをやるから持ってけよ。そのかわりイジワルとかみっともないことすんなよな。文句があるなら俺に言ってこいよ」

「う、うん、わかった」

　女子のリーダー格だった子にそう言うと、彼女は大人しく引き下がってくれた。あいつらが文句を言いたくなる気持ちもわからないではない。なので愚痴を聞いてやるようにしてからは、女子たちの小町への態度が柔らかくなった。




　小町がただのペットから妹に昇格したのはその夏だ。施設の希望者だけで市民プールに行くことになり、華岡さんと小町も一緒にバスで出かけた日のことだった。

　俺の左肩には縦にざっくり七センチほどの傷痕がある。酔った父親が壁に酒ビンを投げつけたことがあり、そのとき飛んできた破片で切ったものだ。ケロイドになっていて目立つのでプールになど行きたくなかったのだが、『華岡母娘が真尋をご所望だから』と先生に説得されて渋々ついて行った。

　みんなが先生や仲間とチャプチャプ楽しんでいるなか、俺だけ水着にＴシャツ姿で椅子に座っていると、浮き輪を持った小町がトコトコ寄ってくる。

「真尋くんは泳がないの？」

「ん、泳がねー」

「どうして？　泳ごうよ」

「泳がねぇって」

　遠くから見守っている先生たちの視線が突き刺さる。離れていても『相手をしてあげなさい』というテレパシーが伝わってきた。

　──仕方ねぇな。

「おまえ、だっさ。まだ浮き輪なんか使ってんのかよ。俺が泳ぎを教えてやるよ」

　Ｔシャツを脱いで小町とチビ用プールへと向かう。小町の両手を持ってパシャパシャやってたら、近くにいた小学校低学年くらいの兄弟がこちらを指さしながら話しているのが聞こえてきた。

「なあ、あの人の肩、キモくね？」

「本当だ、あんなところに傷があるのはヤクザだ、ヤクザ〜！」

　──チッ、クソガキども、うるせぇな。

　俺だけだったら怒鳴りつけてやるところだが、今日は先生や小町の母親もいるので無視を決め込むことにした。そのとき。

「ちょっと、あなたたち失礼よ！」

　小町が俺の手を振りほどいて立ち上がる。

「人を指さすのはとても失礼だってママが言ってた！　人の悪口を言うのも駄目ってママが言ってた！　おまえたち、だっさ！　ださださの、だっさ〜！」

　あたりには小町の声が響き渡り、皆の注目が集まってくる。

「ちょっ、小町！　もうやめろ！」

「だっさ！　だっさ！　あなたたち、だっさ〜！」

　焦った俺は慌てて小町を抱き上げると、口を押さえて母親の元へと運ぶ。そのあいだも小町はずっと「だっさ！」を連呼していた。

　華岡さんには迷惑をかけたと謝られ、先生たちからは「汚い言葉を教えるな」と叱られた。けれど俺の心はロウソクの火が灯ったみたいに温かくて。ペットのチビなはずがたった一人の味方に見えて。そのときから俺の小町に対する印象が大きく変わった。

　ただの気弱で世間知らずなお嬢ちゃんだと思っていたが、彼女はちゃんと自分の考えを持っている。そして人の痛みに寄り添い、自分の正義に従って行動できる人間なのだ。

「──真尋くん、ここ痛い？　大丈夫？　真尋くんはカッコいいからね」

　帰りのバスで隣に座ってきた小町は、俺の肩を撫でながら心配そうに顔を覗きこんできた。小学生なりにどうにか励まそうとしているのだろう。

「まったくおまえは、チビのくせに無鉄砲なんだよ」

「むてっぽう？」

　小町が首を傾げると、半乾きのポニーテールがふるりと揺れる。

「勇気があるというか無茶というか……まぁ、ありがとうな」

「むてっぽうが、ありがとう？」

　再び小町が首を傾げる。きょとんと俺を見つめていたが、「へへっ、ありがとうって言われた〜」と白い歯を見せてはしゃぎだす。無垢な笑顔に俺も釣られて微笑んでいた。

　あのときの勇敢で無鉄砲な天使の姿を、俺は一生忘れない。




　小町のことを異性として意識し始めたのはいつからだったろう。自分でもハッキリとはわからない。ただ、小町との時間を重ねるなかで徐々に会話が増え、思い出が増え、気づけば彼女が施設に来る日を心待ちにするようになっていた。

　たぶん彼女の清廉さや屈託のなさ、おひさまみたいな明るさ……そういった俺が持ち得ない部分に惹かれたのだと思う。そして妹みたいな少女が会うたびに美しく女性らしくなっていく様子に視線も心も奪われていったのだ。

　決定的だったのは小町が中一になってすぐ、彼女の母親が交通事故で亡くなったときだ。

　俺はそのとき高三で、児童代表として施設の先生方と一緒に葬儀に参列していた。

　小町はさんざん泣いたのだろう、目を真っ赤に泣き腫らして制服姿で立っている。唇をぎゅっと引き結んで遺影を見つめている姿に胸が痛くなった。

　俺が焼香を終えて遺族に頭を下げたところで小町と目が合った。張り詰めていた糸が切れたのか、彼女は遺族席から飛び出してくると俺にしがみついて号泣してしまう。

　俺は小町の肩を抱いて一番後ろの列のパイプ椅子に腰掛けた。

「うん、小町、悲しいな。俺がいるからな、俺が守ってやるから……」

　肩を震わせ泣きじゃくる姿に、何もしてやれない自分を不甲斐なく思った。何が『守る』だ、『俺がいる』だ。そんな上っ面の言葉だけで何ができるというんだ。俺が彼女に与えられるものなんてこの身くらいしか無いのに、それさえこんなに無価値じゃないか。

　──大学に進学するか。

　小町の背中を抱きしめながら、その考えが天啓みたいに降りてきた。

　児童養護施設出身者の大学進学率は二十パーセントにも満たない。金銭的な問題が一番だが、進学のための勉強時間の確保が難しいこともある。高校を出たら施設を出なくてはならないため、早いうちからアルバイトをして自立資金を貯める必要があるのだ。

　例に洩れず俺も『華岡造園』の現場でアルバイトをしていたので、叶うことなら高校卒業後もそのまま現場で働かせてもらえればと考えていた。

　そんななかで、華岡さんは以前から俺に熱心に進学を勧めてくれていた。高校での成績がいいことを聞きつけたらしく、進学資金の援助を申し出てくれたのだ。

『将来の可能性を広げるために大学に行くべきだと思う。お金のことは考えなくていいから、諦める前に自分がどうしたいか考えてみて？　あなたには自分の進む道を自分で選んで決める権利があるの。そのことを忘れないで』

　そう言われたときは目の前の世界が一気に広がったような気がした。高校卒業後はすぐに就職して一人で生きていくものと決めていた。それしか無いと思っていた俺に、違う道もあるのだと、選ぶ権利があるのだと教えてくれたのだ。

　それでも他人に貸しをつくるのも寄りかかるのも嫌で固辞していたのだが……。

　──どんな形でもいいから小町のそばにいたい。

　施設を出たら彼女との繋がりが切れてしまう。しかし援助を受ければ恩返しという形で細い糸でも繋がっていることができるだろう。

　それに大学を卒業しておけば将来の選択肢が広がるし給料もいい。いざとなったときに小町を守るためには知識も経験もお金もあったほうがいいに決まっている。

　──恥をしのんで援助を受けよう。なんとしてでも小町を守れる男になるんだ。

　プライドだとか遠慮だとか。そんなものは捨ててしまえ。今目の前にいる彼女のために、自分が持ち得るすべてを捧げ、全力を尽くすべきだ。そう思った。

　ほのかな恋心が愛情に変わった瞬間、そして自分の進む道を選んで決めた瞬間だ。

　同時に俺は、これが茨の道だということも覚悟した。

　これは叶わぬ恋だ。俺と小町では育ちも生きる場所も違う。彼女に振り向いてもらおうだなんて身分違いも甚だしい。

　いずれ小町はしかるべき相手と結婚するだろう。その男と共に家庭を作り、会社を継いで、守られて、何不自由ない穏やかな人生を送るのに違いない。

　──そのとききっと俺は不要になる。

　小町に愛する人ができれば俺はお役御免だ。血の繋がりもない幼馴染の男など、ずっとそばにいていいわけがない。

　──けれど、せめてそれまでは……。

「小町、大丈夫だ。俺がそばにいるからな」

　この瞬間、俺は小町を見守る人生を選択し、ナイト役をバトンタッチするそのときをタイムリミットと決めた。




　華岡夫人の四十九日の法要の日、華岡勇治社長から進学資金援助の申し出があった。

　俺としてはこの法要が終わって落ち着いてから打診しようと決めていたのだが、なんと華岡夫人が生前社長にその件を頼んでくれていたのだという。

「真尋くん、高校卒業後はうちから大学に通わないか？　世田谷だから都内の大学ならどこだって通えるし、バイトも今までどおりうちの会社ですればいい。小町も君が来てくれたら寂しくないと思うんだ」

　それらの提案は華岡夫人の遺言もあっただろうが、小町のためでもあったのだと思う。母親を失い落ち込んでいる娘をどうにか元気づけたいという社長の親心だ。

　実際俺は華岡家の離れに住みつつ小町の送迎や家庭教師の役目も仰せつかることになり、養護施設時代の『小町お嬢様のお世話係』をそのまま延長するような形となった。




　小町と同じ敷地内に住み始めると、喜びと一緒に苦悩も増えた。

　俺だけ離れにいるとはいえ、食事は母屋で一緒に食べるし家庭教師中は彼女の部屋で二人きり。それまで以上に小町を性的対象として強く意識するようになる。

　彼女の前ではポーカーフェイスを気取りながら、離れに戻った途端に欲望を爆発させた。オカズにするのはもちろん小町。彼女の甘ったるい香りや白いうなじを思い出しては毎晩のように自慰に耽る。

　──俺、このままじゃマズいな。

　華岡社長は漢気溢れるいい人だ。夫人が亡くなってからも養護施設への援助を続けてくれているし、俺には本当の息子みたいに接してくれる。

「真尋、今までよく頑張ってきたな、これからは俺のことを父親だと思えばいい。何でも一人で抱え込むんじゃないぞ、これからは俺が一緒に担かついでやる」

　同居初日にそう言われたときには感動で漢泣きしたものだ。

　──この人について行こう。華岡家に恩返しをしよう。

　俺に『尊敬できる父親』を与えてくれたこの人に、将来の選択を与えてくれた奥さんに、そして俺に温かい気持ちと誰かを愛することを教えてくれた小町のいるこの家に、一生の忠誠を誓うのだ。

　──なのに俺は淫らな妄想で小町を穢している。

　恋心を抱くだけでも厚かましいのに、性欲の対象にするなんて不敬極まりない。こんなの恩を仇で返すようなものだ。

　小町に自分の気持ちを告げることは許されない。けれどこのままではいつか暴走してしまいそうで怖くなる。悩んだ俺は、小町と距離を置くことにした。今までどおり普通に接しつつも母屋には必要以外には寄りつかないことにしたのだ。

　同居後は言葉遣いも改めた。将来的に社長の下で働くために必要だと判断したのもあるが、小町と一線を引くための自分への戒めでもあった。




　俺が童貞を捨てたのもこの頃だ。

　バイト帰りに『華岡造園』のベテラン従業員数人と食事に行ったとき、話の流れで俺が童貞だと知られてしまい、そのまま風俗店に連れて行かれた。

　その頃は小町と距離を取り始めたところで鬱々としていたし、何かを変えたいという気持ちもあったんだろう。酔った勢いも手伝って、プロの手ほどきで童貞を喪失した。

　たしかに気持ちはよかったが、心はスッキリしなかった。その後も小町を諦めるために何人かの女性と関係を持ったりしたが、心が重くなるばかり。

　──ああ、俺、ほかの女を抱くときも小町のことを考えてるわ。

　こんな男が小町のそばにいてごめん。愛のないセックスができる男でごめん。不潔なヤツでごめん……誰かを抱くたびにそんなことを考えてるんだ、そりゃあ楽しくないしスッキリできるはずもない。

　心と身体が伴っていない行為が無意味だと気づいてからは、女遊びをきっぱりとやめた。




　大学を卒業して『華岡造園』の正社員となった俺は、華岡家を出て社員用アパートに移り住んだ。これも小町を諦めるためだ。

　寂しくはあったが心に平安が訪れた。社長に呼ばれたときや送迎などで小町に会うものの、秘書としてビジネスライクに徹すればいい。

　自慰をするにも罪悪感が軽くなった。離れを出たことで小町の目を意識する必要がなくなったためだ。近くにいたときよりは心の揺らぎがおさえられる。

　メガネをかけ始めたこともかなり大きかった。

　俺は近視であるものの、裸眼のままで日常生活に支障が無いレベルだ。しかしあえて落ち着いて見えるスクエアタイプのメガネをかけた。ようは会社でナメられないためのハッタリ、仕事用の仮面みたいなものだ。

　それは小町が秘書見習いとして部下になったときにも役立った。働き始めこそ動揺したものの、レンズの厚さのぶんだけ小町と一定の距離を保てているような気になれる。

　そうして冷たい秘書の仮面でやり過ごせていると思っていたのだが……。




　あれはたしか、昨年の今頃だったか。

「真尋、小町をどう思う？」

　社長を接待先の料亭に迎えに行った帰り道、運転中にいきなり問いかけられた。

「大事な存在です……妹みたいな」

　咄嗟にそう答えたものの、社長がなぜそんな質問をしてきたのかわからない。

　──まさか俺の気持ちを見抜かれている!?

　そうだとしても『好きです』なんて正直に言えるはずがない。社長の信頼に応えるためにも近くに置いてもらうためにも、絶対に告げるまいと心に誓っている。俺は内心の動揺をおさえつつ、ポーカーフェイスで運転を続けた。しかし社長の真意はほかにあって。

「そうか……じつは小町に見合いをさせようかと思ってな」

　──えっ!?

　いつかはと覚悟していたはずなのに、耳に飛び込んできたセリフに衝撃をうける。そうか、とうとうそのときが来てしまったのか。ハンドルを握る手がかすかに震えた。

「……そうですか、おめでとうございます」

「ハハッ、結婚が決まったわけじゃあるまいし、そもそもまだ検討段階で小町にも話していない。ただ少し、おまえの意見も聞いてみたいと思っただけだ」

　見合い相手候補の山根健二は我が社の中堅社員で、昨年は社長賞も受賞している営業部のエースだ。社長は以前から目をかけていたのだが、今日の宴席に同伴させたところ体育会系であいさつがしっかりしているし面白く、先方の受けも大変よかったのだという。

「父親は会社員で一般家庭の出だが、次男で自由のきく身なんだそうだ」

　社長は俺などにも優しくしてくれる立派な人だ。小町の見合い相手も家柄ではなく人柄で選んだのだろう。

　──まあ、『一般家庭の出』ならどう考えても俺より上だ。

「真尋は結婚したいと思わないのか？　惚れた女がいるならいつでも相談に乗るぞ」

「……いませんよ」

　──聞いたら腰を抜かしますよ。口が裂けても言いませんが。

　それからしばらくして、今度は小町から見合いの相談を受けた。

「結婚なんて早すぎですよね？　私はまだ二十四歳だし、仕事も覚えたいし……」

　──俺がもしも『早すぎですよ』と言ったら見合いをやめてくれるのか？　父親思いの君は逆らえないだろう？

　喉元まで込み上げたセリフを飲み込んだ。それに見合いが延期されたところで死刑宣告が延びるだけのこと。いっそひと思いに諦めさせてくれたほうがいい。

「そうですか……社長が薦める方なら間違いないでしょう」

　発した言葉が自分の胸を深く抉る。俺はいつもどおりの口調で話せていただろうか、ちゃんと秘書の仮面をかぶっていられただろうか……。




　十月中旬、小町さんと山根は結婚し、社長が買い与えたマンションで暮らし始めた。

　──そうか、とうとうタイムリミットか。

　小町を守ると決めた葬儀の日、ナイト役は誰かにバトンタッチするまでと決めていた。山根は社長の片腕としても立派にやっていくのだろう。これでもう俺は小町にとっても会社にとってもお役御免。そろそろ荷物をまとめて違う道を探すべきなのかもしれない。

　そう思っていたほんの数ヶ月後、まさかの展開が待っていた。山根の浮気が原因で小町が離婚をし、たった五ヶ月で職場に戻ってきたのだ。

　俺は再び喜びと苦悩のあいだで葛藤する日々を過ごすこととなる。

　そんなとき、山根の襲撃事件が起こったのだ。

　俺と小町は同じ病院に担ぎ込まれ、別々に処置や検査を受けた。病室で警察の事情聴取があり、落ち着いたところでさっきの危険な状況を思い出して身震いする。

　──たまたまあの場に俺がいたからいいものの、小町だけだったらどうなっていたことか。場合によっては押し倒されて傷つけられた可能性も……。

「……ったく、俺なんかのために飛び出してんじゃねえよ！」

　小町が俺を突き飛ばして山根を止めようとしたときには心臓が止まるかと思った。普段は大人しくて控えめなくせに、いざとなると無茶をする。幼いあの日、プールで俺の代わりに大声で怒ってくれたあのときからまったく変わっていない。それが怖くて嬉しくて。

　──しかし、もうすぐ俺は秘書でなくなってしまう。これからどうやって小町を守ればいいんだ。

　──彼女が俺を好きだと言ってくれたら……そうしたら俺は、誰が何と言おうが絶対に小町のそばを離れたりしないのに。

「……いや、そんなのありえないだろ。俺は馬鹿か」

　ベッドの上で自問自答を繰り返していると、そこに社長が入ってきた。俺は慌てて身体を起こし、社長に向かって頭を下げる。

「社長、私のせいで小町さんを危険な目に遭わせてしまいました。大変申し訳ありません！」

「いや、真尋、体を張ってまでよくぞ小町を守ってくれたな。本当にありがとう」

　社長は柔和な笑顔を浮かべつつ、俺に横になるよう促しベッドサイドの椅子に腰掛けた。

「小町さんは大丈夫なんですか？  彼女に怪我は!?」

　病院についてからも小町のことだけが気がかりだった。医師や看護師の質問に、『後頭部をぶつけた直後は一瞬意識が飛んだ』とか『全身が痛いからどこが痛いと聞かれてもわからない』などと答えたものの、半分以上はうわの空で。

「小町は隣の個室でまだ眠っているが、検査に異常はなかったよ。そのうち目が覚めるだろう」

　社長の言葉にようやく俺は安堵する。山根は別の病院に運ばれたらしい。

「それにしても、俺の目が節穴だった。亡くなった妻のほうが人を見る目があったんだろうな。こうして真尋をうちに寄越してくれたんだもんなぁ」

　社長は社内や営業先での山根の評価を信用するあまりしっかりと身上調査をしなかったことを後悔していた。娘のために良かれと思ってしたことがこんな結果になってしまったと悔いている。肩を落として呟く姿は一気に老け込んだように見えた。

「親馬鹿だと思うだろうが、俺は小町が可愛くて仕方がないんだ。亡くなった妻の分まであの子をしあわせにしてやりたくてな」

　落ち着いたら今度はもっとちゃんとした相手を見つけてやりたい。バツイチだから高望みはしないが、仕事ができて『華岡造園』を継げる相手。そして今度は絶対に不貞を働かない真面目な男がいい……と続く。

　一人娘を溺愛している社長は、小町の行く末を案じているのだろう。もう二度と結婚生活で失敗させたくないという親心が伝わってきた。

　──会社を継げて不貞を働かない相手だって？　それならば……。

　身の程知らずな考えが脳裏をめぐる。相手は恩人の娘で社長令嬢で。飲んだくれの親に捨てられた俺とは身分も立場も違うんだ。こんなことを考えるだけでも無礼極まりない。

　──けれど、それでも俺は……。

『俺の小町さんに手を出しやがって！』、『こんなヤツは死んだほうがいいんですよ！』

　あのとき山根に向かって咄嗟に吐いた言葉は本心だ。俺は彼女を二度とあの男に渡したくなくて……いや、山根だけじゃない。俺はもう彼女をほかの誰にも奪われたくない。この腕で囲い込んで、彼女を傷つけるすべてのものから守りたいんだ。

　──それが俺じゃなきゃ嫌なんだ……！

「まあ、とにかく、おまえにはこんな怪我までさせてしまったんだ、どんな償いでもさせてもらうよ。しばらくはうちに来て小町に身のまわりの世話をさせればいい」

　──だったら……。

「でしたら、社長にお願いがあります！」

「何だ、言ってみろ」

　俺は急いでベッドから下りると、社長の足元で正座した。身体の痛みも気にならない。

「身の程知らずは重々承知のうえでお願いさせていただきます！　どうか私を小町さんと結婚させていただけないでしょうか」

　病室の床に額をつけながら懇願すると、社長が「そんなことをするもんじゃない！」と俺をベッドに上がらせようとする。

「いえ、このままで言わせてください。私は華岡家に忠誠を誓った身です。絶対に裏切ることはありませんし、小町さんのために命をかける覚悟があります！」

　身寄りのない自分は会社を継ぐことにも婿養子に入ることにも躊躇がない。小町さんも自分になら気心が知れているし、何より家でも会社でも俺の行動を社長自身の目で見張ることができる……と畳み掛けた。

「……わかったから、とりあえずベッドに戻れ」

　俺が社長に支えられてベッドに戻ると、社長はパイプ椅子に腰を下ろす。鷹揚に腕を組んで俺をまっすぐ見つめてきた。

「おまえ、小町に惚れているのか」

「はい、愛しています」

　俺は視線をそらさず見つめ返す。

「いつからだ」

「ずっと以前……彼女がまだ学生の頃からです」

　恩知らずだと叱られるのを覚悟していたが、なぜか社長はふっと口元を緩ませる。

「それをもっと早く言わないか。余計な遠回りをしてしまったじゃないか」

　──遠回り？

「俺はおまえを本当の息子みたいに思っていると言っただろう？　小町と一緒になってくれたらと思っていたが、何せおまえは俺の言うことは何でも聞き入れて絶対に逆らわないからな。結婚しろと言えばうなずくに決まっているし、無理強いしたくなかったんだ」

　見合いを相談する体でさりげなく探りを入れたところ、俺に小町は妹だと言われて諦めたのだという。

「おまえはポーカーフェイスが過ぎるんだよ。小町が欲しかったら欲しいと言えばよかったんだ」

　──言えば、よかった？

「それじゃあ……」

「おまえが継いでくれるならうちは万々歳だ。小町は妻の忘れ形見だ。俺の宝だ。絶対に泣かせるなよ」

　ポンと肩に手を置かれ、胸に歓喜が湧き上がる。華岡家に迎え入れられてから今日までの出来事が一気に脳裏を駆け巡った。

「社長……」

「ハハッ、俺を親父と呼ぶ練習をしておくことだな。まずはとっとと小町をうなずかせろ」

　──親父……この人が、俺の父親になるのか……。

　こういう人が親であればどんなによかったかと、ずっと思っていた。けれども現実は変えられなくて。大学を出ようがどんなに仕事を頑張ろうが、結局俺は孤独なままで。

　──けれど今の俺には『親父』と呼べる人がいる。

　胸の奥から熱いものが込み上げる。涙がどんどん溢れてきた。俺はこの人の前で泣いてばかりだ。小町を守ると言った舌の根も乾かぬうちにこれでは格好がつかない。

　けれど社長は立ち上がり、「真尋、小町を頼むぞ」と俺を力強く抱きしめてくれた。

「はい、必ず……」

　こうして思いがけず、本人よりも先に父親をうなずかせる形で俺の願いは叶うこととなったのだった。

　小町の気持ちを無視しているのは百も承知だ。けれどこれからしばらくは看病を理由に彼女とゆっくり向き合うことができる。俺への罪悪感を利用するのがズルいとはわかっているが、それでもその時間をフルに使って小町を振り向かせてみせる……そう心に誓った。




　──そう思っていたのに。

『だってあなたは私の命の恩人なんですから。私のことは好きなように使ってください』

　そんなことを言われたら、気持ちをおさえるなんて無理に決まっている。

『小町さん、私と結婚してください』

　予定を早めてとっとと告白したどころか不意打ちでキスまでしてしまって。

　こんな間抜けな俺を、それでも彼女は受け入れてくれた。

『一人の男性として真尋さんを愛しています。ずっと振り向いてほしいと思っていました。私も……あなたとキスできて、嬉しかった』

　俺の腕の中、頬を紅潮させながら潤んだ瞳で見上げてきて。

　こんなのもう、奇跡と呼ぶしかないだろう？





　＊＊＊






　──そしてとうとう、結婚目前まで漕ぎ着けた……。

「それにしても、我ながらよく耐えたな」

　布団の上で肘枕をつきながら、俺は改めて今日までの長い年月を振り返る。

　小町と出会ったあの日から十八年。恋心を自覚したヤリたい盛りの高校時代からは十一年。手を伸ばせばすぐに触れられるような環境で、よくぞキスの一つもせずにいられたものだと思う。我慢強い自分を褒めてやりたい。

　──まあ、そのぶん一度にいろいろやってしまった感はあるが……。

「けれどアレは小町が悪い」

　俺のために揃えたお世話セットに可愛いワンピース姿。俺を心配して唇を尖らせるのも可愛いし、いまだにキスで真っ赤になるのも可愛い。

　極め付けが、俺の屹立を見て動揺していたと思ったら『私……濡れてるんです』だ。

「濡れてます……だぞ！　濡れてますって！」

　あんなのチンコがついてるヤツなら全員完勃ちするに決まってるじゃないか。

　──小町の裸、綺麗だったな。アソコの色も……。

　真っ白できめ細やかな肌が、触れたそこから色づいて。下から見上げた薄桃色の秘部は期待と羞恥でヒクついていた。あふれる蜜は舌が痺れるほど甘く、喉から洩らす声は子猫のように俺を誘う。想像以上に官能的で感動すら覚えたほどだ。

　思い出すだけで再び分身が滾りだす。

　小町は俺に無茶だとか動きすぎだと言っていたが、俺の本気を侮りすぎだ。あんなのはまだほんの序の口だというのに。

　──ああ、早く小町のナカに挿入りたい。ピンクの割れ目に勢いよく突っ込んで、イイところをひたすら擦って連続でイかせたい。痙攣したところで最奥を突き上げて……。

「一日も早く、俺以外じゃ満足できない身体にしてしまいたい」

　小町は俺のアザを見て心配してくれていたが、俺はアザでも傷でも一生残ればいいと思っている。小町が罪悪感に縛られて俺から離れられなくなればいい……だなんて。

　彼女は俺が持つこんな仄暗い感情も執着心も知りはしない。一生知らなくていいと思う。光の住人に闇は似合わない。

　──けれど彼女への愛はもう隠さなくてもいいんだ。

　ずっとずっと隠し続けてきた欲情を、これからはもう曝け出すことができる。好きも愛しいも言葉にして伝えることができる。それが嬉しい。

　つい先日までは叶わぬ恋だと諦めていたのに急転直下の大逆転。こんなの浮かれるに決まっている。彼女に触れるためなら顔色ひとつ変えずに痛くないフリもしてみせる。

「あーっ、早く小町と結婚してぇ。早く初夜よ来い、初夜！」

　来きたるべく初夜を思い浮かべただけで俺のムスコが勢いを増す。しかし我慢だ、今はまだおまえの出番じゃない。

　──あと一ヶ月……。

　改めて青葉の輝く庭に目を向けた。この先にある離れはもうすぐ増築されるはずだ。そしてそこが俺と小町の新居になる。

　社長は新婚の二人でマンションにでも住めばいいと言ってくれたのだが、俺が思い出の離れに住みたいと申し出た。離れを増築までして敷地内に住み、俺も一緒に親孝行をする。父親想いで優しい小町のことだ、ここまですれば後に引けなくなるだろう。

　小町の気持ちを疑うわけではないが、俺は確実に彼女を手に入れたいのだ。

「もう絶対に誰にも渡さない。誰にも……だ」

　華岡家の恩義に報いるためにも、小町の気持ちに応えるためにも、そして俺自身のためにも……小町を全力で愛し尽くすと誓う。

　俺はもう一度じっくりと庭を見渡して、その先にある彼女との未来を思い描いた。







３、夫婦の時間








「新婚旅行に行っておいで」

　そう提案したのは父だった。

　六月中旬、怪我がほぼ治った真尋さんが「そろそろ療養期間を終えて仕事に復帰したいと思います」と父に申し出たところ、いきなりこの発言が飛び出したのだ。

「やっと入籍できるんだ。前のときみたいに豪華な披露宴をしてやることはできないが、せめて夫婦らしい思い出を作ってくるといい」

　私と真尋さんは再婚禁止期間の百日を待って入籍することになっている。

　私が離婚から間もないうえにあんな事件があったので挙式や披露宴は予定していないが、待望の百日目を迎えるにあたり、記念に新婚旅行くらいはということらしい。

　──たしかに夫婦になった思い出はほしいかも。

　隣の真尋さんを見ると、彼もこちらを向いている。

「新婚旅行、行く？」

「お言葉に甘えて行きましょうか」

　同時にうなずき決定した。

　そして一週間後の今日、私たちは区役所で入籍を済ませてそのまま駅へと向かった。二泊三日の新婚旅行の始まりだ。

　私と真尋さんが熱海駅に到着したのはお昼を少し過ぎた時間だった。駅周辺は私たちと同じく温泉客らしい人々で賑わっていて、観光地に来ているのだと実感させてくれる。

　白いＶネックシャツに紺のサマージャケット、チノパン姿の真尋さんは、人混みの中でも目立っていた。日差しよけのサングラスが妙に似合っている。

　──まるでお忍び旅行に来ている芸能人みたい。

　自慢の夫に惚れ惚れしていたら、彼が腕組みしながら私を見つめてくる。

「うん、やはりその服にしてよかったですね。とても似合っています」

「そ、そうですか？　真尋さんに選んでもらってよかった」

　へへっと照れ笑いしながら自分の服装を見直した。

　今日の私は襟ぐりが大きく開いた白い半袖ブラウスと紺色の巻きスカートを着ている。これらは真尋さんが選んでくれたものだ。何度も洋服を着替えては彼のいる部屋を訪れて、ファッションショーのごとくくるりと回ってチェックしてもらった。だって彼と行くはじめての旅行なのだ、一緒に来てよかったと思ってもらいたい。

「ねえ、今日の真尋さんのコーディネートって、私の服に合わせてきた……とか？」

　会話の流れに便乗し、上目遣いで聞いてみた。家を出るときから思っていたのだが、色といい麻の素材といい二人の服装が絶妙にマッチしている。もしかしたらペアルックにしてくれたのかな、なんて密かにときめいていたのだけれど。

　──私って自意識過剰！

　黙ったままの彼の様子に恥ずかしくなってきた。

「な〜んて。ごめんなさい、私、浮かれてる……」

「そうですよ、ペアルックのつもりです」

　被せるように言い切られ、自分で聞いておきながら目をぱちくりさせてしまった。

「えっ、まさか真尋さんが!?」

　思わず聞き返したら、彼がニヤリと頬を緩めてみせる。

「私のほうが浮かれているので」

　──キュン！

「真尋さん、私、心臓を射抜かれました」

「ハハッ、それはよかった。さあ、行きますよ」

　彼はサングラスを胸ポケットにしまって白い歯を見せると、瀕死状態の私の手を引いて歩きだしたのだった。




　宿泊先は露天風呂付きの高級旅館。怪我で療養中の真尋さんには最適だ。急な計画で大丈夫なのかと心配したが、父の知り合いの旅行会社がすべて手配をしてくれた。

「──わぁ、すごい！　素敵なお部屋ですね」

　四階建ての最上階にある貴賓室は純和風モダンの高級感あふれる空間だ。広いテラスからは相模湾を一望でき、露天風呂の隣にテーブルとデッキチェアが置かれている。

　テラスの手すりにつかまり目の前の絶景に感嘆の声をあげていると、不意に後ろから腰を抱きしめられた。

「奥さん、楽しそうですね」

「おっ、奥さん!?」

　振り向くとチュッとうなじにキスが落ちる。

「小町さんは私の奥さんではないんですか？」

「お、奥さんですけど……名字が変わってないからあまり実感がなくて」

　真尋さんと私が入籍するにあたり、父はどちらの名字になっても構わないと言ってくれた。前回の失敗がよほど堪えたらしく、真尋さんが私と結婚して会社を継いでくれるのであれば、それ以上は何も望まないというスタンスらしい。

『私は旦那様の姓を名乗るのに憧れがあるから変わってもいいけれど』

　あのときそう呟いたら、速攻で真尋さんに『本当にいいんですか？　後悔しませんか？』と聞き返されてしまった。

『小町さん、自分の名前が恥ずかしいってずっと言ってたじゃないですか。私の名字は『小野』ですよ？』

　──あっ！

　私の名前は平安時代の歌人『小お野のの小こ町まち』のように教養があって美しい女性になるようにと父がつけてくれた。『世界三大美女』の名前を持っていることが分不相応で恥ずかしく、学生時代には『もっと平凡な名前がよかったのに』と何度か真尋さんに愚痴ったことを思い出す。

『まあ、小町さんは絶世の美女だから『小野小町』を名乗るのもアリだと思いますが……』

『よっ、養子でいいのなら、華岡になってください、お願いします！』

　というわけで、今日から真尋さんは『華岡真尋』となった。なんだか芸能人みたいな響きでキラキラしている。顔が名前負けしていないのが羨ましい。

　──『華岡真尋』と『華岡小町』。私たちは本当に夫婦になったんだ……。

　感慨に耽っていたら、くるりと身体の向きを変えられた。真尋さんが手すりに両手をついて私を囲うと至近距離から見つめてくる。目つきの甘さに心臓がトクンと鳴った。

「小町さん、改めてよろしくお願いします」

「こっ、こちらこそ、よろしくお願いします……って、もう敬語じゃなくていいんじゃないでしょうか。『俺』でいいと思うし、私のことも呼び捨てでいいですし。だって、その……今日から私たちは、夫婦になったんだし」

　病室で何年かぶりに『小町』と呼び捨てにされたときは正直胸がトキめいたし、私は昔ながらの『俺』という言い方のほうが真尋さんらしくて好きなのだ。

　──どんな真尋さんでも好きなことには変わりないけれど。

「そうですか……わかった、小町、これからは俺に戻すよ。それじゃあ小町も敬語をやめてくれる？」

　小首を傾げて微笑まれる。

　──わーーっ！

　推しのアイドルに会ったらこんな気持ちになるのだろうか。敬語の真尋さんも素敵だけれど、くだけた口調の彼はさらに距離が近くなったみたいでドキドキする。そして私もとうとう敬語を卒業なのか。仲良くしていた幼いあの頃に戻ったみたいだ。

　──ううん、違う。あの頃よりも、もっと……。

　彼の笑顔も熱っぽい視線も、ぜんぶ妻の私に向けられたものだ。私たちはもう大人で夫婦で……これからはもっともっと近くなれる。そう考えたら瞼の裏が熱くなった。

「真尋さん、好き」

「……小町、愛してる。俺と結婚してくれて嬉しいよ。ところで……俺たちはいつまでここにいるのかな。せっかくのハネムーンで初夜なんだし、俺としては早くベッドに行きたいんだけど」

「えっ、初夜？　だってまだお昼……」

　すかさず唇を奪われた。すぐに舌が差し込まれ、口内をぐるりと舐めまわされる。シチュエーションのせいなのか、たったこれだけで息があがり、膝から力が抜けてしまう。

「は……っ、真尋さ……」

「……外でそんな顔をしちゃ駄目だ。誰にも見せたくない」

「そんな、目の前には海しか……っ」

　言い終える前にお姫様抱っこで奥のベッドルームに運ばれて、キングサイズベッドにゆっくりと横たえられた。和紙の照明がぼんやりと室内を照らしている。

「ねえ、露天風呂に入らないの？」

「そのつもりだったけど、俺がもう待てないから。あとで一緒に入ろう」

「えっ、あとで一緒に!?」

　動揺する私を尻目に彼はベッドサイドで躊躇なく服を脱ぎ捨てた。あっという間に全裸になると、今度はベッドに上がって私のワンピースを脱がせてしまう。ブラのホックに手を掛けようとしたところで彼がぴたりと手を止めた。

「……俺に触れられるのは怖い？」

　私が固まっているのを見て怪訝に思ったらしい。心配そうに見下ろしてくる。

　──あっ、困らせている。

「違うの！　私、マグロっていうやつみたいで……」

　真尋さんは悪くない。健二さんの愛人の言葉を思い出し、急に不安になったのだ。健二さんとシたのは結婚直後の数回のみ。私はいつも痛くて顔をしかめてばかりいた。

「私のは……どうやら狭いみたいで。健二さんは『気持ちいい』とは言ってくれたけれど、私は気持ちよくなれなくて……私がこんなだから浮気されちゃったんだよね」

「小町、もう黙って」

　彼が低い声音で言い捨てて、ブラのホックを手早くはずす。まろび出た胸にすぐさま吸いついてきた。

「えっ、あっ、真尋さ……」

「小町は悪くない。アイツが自己中で下手くそなセックスしかできなかっただけだ。それと、ほかの男のことなんか聞きたくない」

　胸の谷間に顔を埋めながら、くぐもった声で「小町、二人で一緒に快よくなろう」と呟いた。右手の親指と人差し指で先端の突起をクニクニと捏ね始め、もう片方の乳輪を舌先でなぞる。それだけで下半身が疼いてきた。

「は……っ、小町、美味しい。もっといっぱい吸わせて」

　ジュッと先端を吸い上げられる。

「あんっ！　そんなっ、何も、出ない……からっ」

「違うよ、小町の身体は、どこを舐めても甘くて美味しいんだ」

「そんな、砂糖じゃないし……あっ」

　けれど私だって同じだ。真尋さんに口づけられただけで、触られただけで、心も身体も甘ったるくとろけてしまいそうになる。こんなに感じてしまっている。

　──ああ、そうか。相手が真尋さんだから。心から好きな人だから……。

　彼が両方の胸を鷲掴み、交互に吸ったり舐めたりを繰り返す。合間にショーツの上から硬いモノを押し付けてきた。

「あっ！」

　真尋さんがグッ、グッと屹立を押し付けるたびに布地越しに蕾が刺激される。気持ちいいけどもどかしい。ソコをもっといっぱい触ってほしいだなんて、私は淫乱なのだろうか。そっと脚を開いたら、真尋さんに目ざとく見つかってしまう。

「クリを直接触ってほしいの？」

　彼は口角を上げると意地悪く目を細める。手早く私のショーツを脱がせ、膝を左右に割り開く。

「まだ隠れてるね。小町、クリを剥いて苛めようか。どうする？　ココでイきたい？」

　私を見下ろし聞いてくる。恥ずかしいから言葉にしないでほしい。私は両手で顔を覆って羞恥に耐える。

「やっ、もう……」

　──凄くイジワルだ。けれど……。

「……めて」

「小町、何？」

「真尋さん、剥いて苛めて……イきたい、です。もう、意地悪言わないで」

　涙目で訴えた途端、彼の瞳が熱を帯びた。

「小町はすぐに煽ってくる」

　彼は左の肩に私の片脚を担ぎ上げ、右手の人さし指で割れ目をなぞる。指の腹にたっぷりの愛液を纏うと蕾の表面をクルクルとまるく撫で始めた。指の圧を強めながらどんどんスピードを増していく。擦れるソコがジンと熱くなってきた。

「あっ、あっ……」

「小町、ぷっくりしてきたよ。もう真っ赤だ」

　彼が剥き出しの先端をトン、トン、とソフトタッチでノックする。指先が触れるたびに電気が流れたみたいな刺激が走る。連動するようにビクンビクンと腰が跳ねた。

「やっ、あっ、凄い、凄い……っ」

　敏感なソコに指の腹をグッと押しつけられる。そのまま回したり捏ねたりと、緩急つけた攻撃に嬌声があがる。熱くて苦しい、けれどもっと触ってほしい。

「強くするよ。もうイっていいからね」

　優しい声と裏腹に、蕾を擦る力は更に強くなっていく。クニクニと弄られ奥のほうから快感の波が迫ってきた。早く発散させてしまいたい。蕾をグッと潰されて、強い刺激に悲鳴をあげる。目の前が白くなり、快感がパンッと弾けた。

「やぁっ！　ああーーっ、イく……っ」

　私は太ももを震わせ達すると、肩で息をしながら脱力した。

　──凄かった……。

　もう触れられてはいないのに、今もまだソコだけがジンジンと痺れている。外だけでこんなになってしまったのに、前みたいにナカも触られたら一体……。

「私、どうなっちゃうんだろう」

「ん？　気持ちよくなるだけだよ」

　心の声が洩れてしまっていたらしい。彼はニコニコしながら「もっと気持ちよくするから」と脚のあいだに陣取ると、膝裏から両脚を畳んで持ち上げた。大きくひらいて中心に顔を寄せるのが、私の位置からもはっきりと見えた。まだ痺れの残る蕾に生温かい唇が触れる。チューッと強く吸い上げられて、強い刺激に嬌声をあげる。

「あっ！　……キャァ！」

　熱いのか痛いのかわからない。慌てて脚を閉じようとするも彼がいるため敵わない。真尋さんは無言で蕾を愛撫する。舌で飴玉みたいに転がして、ときおり先端を舌先で突つく。

「やっ、あっ、凄い……っ」

　繰り返すうちに苦痛が快感に変わり、嬌声が喘ぎ声になってきた。

「あっ、あんっ、気持ちい……」

「小町、美味しいよ、もっとしゃぶっていい？」

「うん、いっぱい、しゃぶって……っ」

　真尋さんが蜜口から溢れる愛液をジュルジュルと啜り、中心線を舐め上げる。蕾をペロペロと舐めながら、同時に指を挿いれてきた。もう知り尽くしている私の敏感なポイントに到達すると、ソコを重点的に擦り始める。

「ああっ！　ソコっ、強すぎ……っ、駄目ぇ！」

　指が二本に増えて抽送を開始した。外の蕾を舐められたままナカを掻き回される。指が動くたびにジュボジュボと湿度の高い音がする。

　蕾が再び痺れだし、子宮のあたりから波が起こる。全身が粟立ちどこが感じているかもわからない。はっきりしているのは、すぐそこまでピークが迫っているということだ。

「やっ、あっ、また……っ」

　舌と指の動きが同時に速められた。ナカも外もひたすら気持ちいい。あとはもう、この刺激を素直に受け止めるだけだ。私は必死で股を開く。

「いいっ、真尋さん、気持ちいい」

「小町、イけっ！」

「あっ、また……っ、イくっ！」

　蜜口がギュッと窄まり彼の指を締め付ける。全身を這うような快感に身を任せながら、私は二回目の絶頂を迎えた。

「凄い……もう駄目」

　ぐったりしながら天井を見つめていたら、足元でカサッと音がする。見れば真尋さんが避妊具を装着しているところだった。途端に私を緊張が襲う。

　──うまく入らなかったらどうしよう。ううん、マグロだと思われてしまったら……。

　真尋さんは私の表情から何かを悟ったらしい。

「俺は小町を追い詰めるつもりはないよ。今日はここまでにしようか」

　私の髪を撫でながら微笑んでくれる。手のひらが触れたそこからほわりと温かくなって、心も身体もほどけていくみたいだ。

　──ああ、私は何を怖がっていたんだろう。

　マグロだろうが何だろうが真尋さんは責めたり馬鹿にしたりするような人じゃないのに。一緒に快くなろうって言ってくれたのに。

「真尋さん、私はちゃんと結ばれたい。初夜の続きをしてくれる？」

「……いいのか？」

　私がコクリと頷くと、彼が足元に移動した。避妊具を纏った先端を蜜口にあてがうと、ゆっくりナカに挿入ってきた。濡れそぼったソコが彼をぬるりと受け入れる。

「あ……っ」

「大丈夫か？」

「はい」

　見ずともカチカチだとわかる先端が、媚肉を掻き分け進んでくる。続く剛直の圧迫感に思わず息を止めた。ナカをみっちり占めた漲りが、内壁を擦りながら奥へと向かう。

　──凄い、こんなの私、知らない……！

「んっ、あっ、いい……っ」

「小町、奥まで行くぞ」

　彼が小刻みに腰を進めると、しばらくしてからトンと先端が子宮に当たる感覚があった。

「……挿入った」

「はいっ……た？　全部？」

「ああ、奥まで行った」

　──そうか、私、本当に真尋さんと……。

　幼い頃から大好きだったこの人と、とうとう身も心も結ばれたのだ。感激で胸が震えて涙が込み上げてくる。心なしか真尋さんの瞳も潤んでいるみたいだ。じっと見つめていたら、彼が鼻をスンと啜って照れくさそうに「感動だな」と微笑んだ。

「うん、感動だね」

　繋がったままギュッと抱き締め合って、お互いの熱と形を確認する。汗ばんだ肌をぴったりとくっつけていると、このまま一つになって溶けてしまいそうだ。

　感慨に浸っていると、真尋さんが申し訳なさそうに口をひらく。

「小町、そろそろ動いていいかな。さっきからナカがぎゅうぎゅう締め付けてくるものだから、じっとしていてもイきそうなんだ」

「私も……いっぱい動いてほしい」

　じつを言うと、私もナカから疼いてきてじっとしているのがつらかった。

「ふっ、こんなに敏感な身体のくせに、マグロなわけがないだろ」

　真尋さんが上半身を起こす。蜜口ギリギリまで腰を引いたと思うとパンッと乾いた音を立てて腰をぶつけてきた。剛直が子宮口を激しく叩く。ノックされるたびに身体が縦に大きく揺れて、蜜口がギュッと窄まった。気持ちよくて仕方がない。

　彼が今度は胸を鷲掴みながらゆっくり腰を回し始める。亀頭をイイところに当てつつ胸の飾りを弄られると、先端が熱く痺れて疼きだす。そこをキュッとつねられた。

「あんっ！　強くしたら、おかしくなるっ！」

「乳首が勃ってる。気持ちいいんだろ？」

　言いながら胸の先端をクニクニと弄り、腰を回し続ける。

「あっ、そこ……気持ちい……」

「わかってる、ココが小町の好きなところだ」

　クチュと湿った音を立てながら、大きなストロークで掻き混ぜる。合間に敏感な部分をカリで引っ掻かれると、感じすぎて勝手にナカがヒクついてしまう。両手の指で乳首を引っ張りながら最奥を突つかれた。私は喉を晒して背中を大きくのけぞらせる。

「ああっ！　いいっ、あんっ」

「は……っ、駄目だ、締め付けがよすぎて保ちそうにない。速くするぞ」

　フィニッシュとばかりに真尋さんが私の腰を抱え込む。抽送がグンと速まり怒張した漲りが最奥を抉る。マグマみたいに押し寄せる熱と強い衝撃。頭が沸騰して思考がぼやけていく。もう快感を追うことしか考えられない。

「あっ、あっ、やっ、もう……っ、真尋さん、もう……っ」

「ああ、俺も……」

　互いの腰の動きがシンクロし、広い部屋には二人の荒い息と淫らな水音だけが響き渡る。

「……小町っ！」

　強く最奥を穿たれた瞬間、猛烈な快感が一気に背中を駆け抜けた。

「ああっ、あーーっ！」

　全身の細胞が歓喜に震え、目の前で光が瞬く。稲妻みたいな衝撃に、私は喉を晒して嬌声をあげた。

「うあっ、イく……っ」

　私が絶頂を迎えたその直後、真尋さんの呻きと共にお腹がジワッと熱くなる。彼も達してくれたのだ。

　──よかった、真尋さんもちゃんと気持ちよくなってくれたんだ。

　キツく抱きしめ合いながら、行為の余韻に恍惚となる。愛する人と結ばれた喜びと、一緒にイけた感動と。満足感に包まれていると彼がゆっくり身体を離し、私のナカから出て行った。隣に寝そべり肘枕をつくと、私の前髪を整えてくれる。

「小町、ありがとう。最高だった」

「本当に？　真尋さんも気持ちよかった？」

　聞いた途端に彼が鼻からふっと息を吐く。

「どこがマグロなんだって思ったよ。あんなに腰を押し付けて、凄く締め付けてきて。もっとゆっくり堪能したかったのに、あまりに快すぎてあっという間にイってしまった」

　苦笑しながら額にチュッとキスをした。

「小町は？　身体はつらくない？　痛くなかった？」

「痛くなかったし……とても気持ちよかった。真尋さん、ありがとう」

　──それどころかあんなに強いエクスタシーを感じたのははじめてのことで。

「私ったら我を忘れていっぱい声を出しちゃったよね。恥ずかしい」

　顔を熱くしながら素直に気持ちを伝えると、いきなり真尋さんが起き上がった。避妊具の箱から新しいパッケージを取り出すのを見て、私は「えっ!?」と驚き目を見開く。

「小町が煽るからまた勃った。君はおねだり上手だな」

「そんな、おねだりとかじゃ……あっ！」

　素早く避妊具を装着した真尋さんが、私の両脚を肩に担ぎ上げた。驚いている間に再びナカに挿入ってくる。まだ潤いの残るソコは彼の分身をあっけなく受け入れた。

「あっ……んっ」

「今度はゆっくり味わいたい。いいだろう？」

　甘ったるく囁かれ、私は無言でうなずいた。そんなの嫌なわけがない。

　真尋さんがふるりと腰を動かした。さっきよりも余裕があるのかゆったりとしたストロークでナカを掻き回してくる。

「小町のナカは温かいな。俺を丸ごと包み込んでくれるみたいだ」

　うっとりした口調で言いながらグイと恥骨を押し付けてきた。彼の怒張した鈴口が子宮口を押し上げる。さっきとは違ってじわじわと沁み込んでくるような快感に、私は鼻にかかった声を出す。

「ん……あっ、真尋さん、いい……」

　気持ちいいけど焦れったい。私が必死で手を伸ばすと、真尋さんが肩から脚を下ろして私を抱きしめてくれた。

「真尋さん、お願い、もうイきたい」

　さっきからお腹の中が切なく疼いてしょうがない。彼の首に腕をまわして喘ぐように懇願した。真尋さんが嬉しげに口角を上げる。

「駄目だ、まだイかせないよ。時間をかけて俺の形を刻み込むんだ」

　そのまま急に抱き起こされて、座位の姿勢で向かい合う。

　──えっ!?

　真尋さんが小刻みに腰を揺らすと私のナカで屹立も動く。さっきと違う角度でズンズンと突き上げられて、えも言われぬ刺激に嬌声をあげた。

「小町、もっと腰を振って、俺に胸を擦り付けて。自分で気持ちいいように動いてごらん」

　快楽の前に羞恥心など吹き飛んだ。私は真尋さんに抱きついたまま、夢中で腰を前後に動かす。彼の胸板に自分の胸を擦り付けると摩擦で突起が勃ち上がる。

「ああっ、やっ、擦れちゃう！」

　熱くてくすぐったくて気持ちいい。苦しくて仕方がないのに自分ではもう止められない。

「小町、上手だよ。気持ちいい？」

「いいっ、気持ちいいっ。もうイっちゃう」

「自分でイっちゃ駄目だ。俺がイかせるんだから」

　真尋さんの腕に力が籠もる。彼は私をキツく抱きしめたまま勢いよく腰を突き上げてきた。私は強い衝撃に耐えきれず、動きを止めて夢中で彼にしがみつく。そのままナカを荒々しく掻き回され、大きなうねりが私を襲う。彼の容赦ない攻めにあっという間に高みへと運ばれた。

「あっ、イくっ、ああーーっ！」

　真尋さんに抱きついたまま彼の耳元で嬌声をあげる。彼の根元を締め付けながら達すると、刺激の波が引くのをじっと待った。そのとき。

「ごめん、俺はまだだから」

　繋がったままベッドに倒されて、両手をシーツに縫い留められる。

「小町、もう少しだけ頑張って」

「えっ、真尋さ……あっ、ああっ！」

　止める間もなく彼が激しく腰を振る。猛スピードの抽送で、内壁が擦れて熱を持つ。達したばかりの身体にとっては拷問だ。

「いやっ、もう駄目っ、強すぎるっ！」

　首を左右に振って懇願するも、彼の動きは止まらない。立て続けに襲う刺激に私はひたすら叫び声をあげた。

「やあっ！　……あっ、あっ……」

　触れた場所から痺れていき、苦痛が再び快感へと変わる。身体を上下に揺さぶられながらそっと目を開けると、色っぽく吐息を洩らす真尋さんが見えた。

「は……っ、小町のナカ、気持ちいい」

　彼が優しく目を細め、恍惚とした表情で私を見下ろしている。その瞬間、喜びと感動で身を震わせた私はあっけなく絶頂を迎えてしまった。

「やっ、ああっ！」

　絡めた指に爪を立て、お腹にギュッと力を入れる。

「うあっ、小町っ、そんなに締め付けたら……っ！」

　真尋さんが腰を震わせ精を放つ。彼の屹立が私の中でビクンと跳ねて、薄いゴム越しに拍動を強く感じる。耳元で彼の囁きが聞こえた。

「小町、愛してる」

　──真尋さん、私も……。

　全身が幸福感で満たされた私は、そのまま意識を手放したのだった。




　目が覚めるとベッドに真尋さんがいなかった。あたりはもう暗い。寝ているあいだに夜になっていたらしい。寝室を出ていくと彼がテラスのデッキチェアに座ってぼんやり海を眺めているのが見える。私は旅館の浴衣を身に纏ってテラスに出て行った。

「真尋さん、何してるの？」

「ああ、しあわせを噛み締めていた」

　テーブルにはビールの入ったグラスがある。一人で飲んでいたのだろう。

　彼の見ていた方向に目を向ける。昼間は陽の光でキラキラと輝いていた海も、今は月の光が照らす以外は真っ暗だ。波の音ばかりが大きくてなんだか怖いような気がする。

「身体の具合は大丈夫か？」

「大丈夫。それより真尋さんこそ、病み上がりなのに激しい運動はよくなかったかなって」

「大丈夫。俺は小町を抱けて元気をもらったから」

「ふふっ、そっか」

　私も彼の隣のチェアに腰を下ろす。

「そういえば、私の両親も新婚旅行は熱海だったんだって」

「そうなのか。今度は社長も一緒に来れたらいいな、家族旅行で」

「いいね。でも真尋さん、これからは仕事以外では『親父』って呼ぶんじゃなかった？」

　ニヤリとしながら真尋さんの顔を覗き込むと、彼がハハッと破顔する。

「わかっているんだが、ずっと社長だったから慣れないな」

　父が真尋さんに親父と呼ぶよう言ったそうなのだが、真尋さんは長年の習慣でついつい『社長』呼びをしてしまうらしい。私もいまだに彼が『親父』と言うところを見ていない。

「これから家族三人一緒に暮らしていくんだもん。自然にそう呼べるようになるよ」

「家族三人、自然に……か。そうだな、そうなれたらいいな」

　彼が再び海に目を向けて、独り言みたいに呟いた。海風に真尋さんの髪がふわりと揺れる。その横顔がなんだか儚げで、私は慌てて椅子の手すりにあった彼の手を握り締めた。

「そうなるに決まってる！　真尋さんと私は夫婦なんだよ。お父さんにとって真尋さんはもう本当の息子なんだよ。私たちは家族なんだよ」

　私が握る手に力を込めると、真尋さんがその上にもう一方の手も重ねてきた。上からギュッと握り締められる。

「小町、俺と結婚してくれてありがとう。俺に父親を与えてくれてありがとう。俺は今、人生で一番のしあわせを感じているよ」

　ふわりと微笑む瞳の奥が揺れている。それを見たら胸が詰まって声が震えた。

「そんなの私のほうが……私こそ、家族になってくれてありがとう」

　虐待とネグレクトで施設に入った真尋さんは、親に愛された記憶がないのだという。

　母を亡くしているとはいえ優しい両親に恵まれた私には、彼に寄り添うことはできても本当のつらさや苦悩を理解することはできないだろう。

　──だけど、それでも、悲しい記憶を薄めてあげることはできるはずだ。

　私はスンと鼻を啜ると明るい口調で話しかける。

「そういえば真尋さんって、目玉焼きに何をかけるか決まってないでしょ」

　突然の質問に彼が不思議そうに首を傾げる。

「私はソース派で父は醤油派。今朝の朝食で目玉焼きを食べるとき、真尋さんはソースをかけてたけど、それは私が使ったソースがすぐそこにあったから手に取っただけだよね？」

　サラダにかけるドレッシングもそうだ。私は和風ドレッシングで父はマヨネーズ。真尋さんはそのとき目の前にあるものをかけている。近くになければかけないときさえある。『あれが欲しい』とか『あっちのほうがいい』だとか、『これじゃなきゃ嫌だ』とか『そっちも食べてみたい』とか。彼にはそういったこだわりが無いように見えるのだ。

「その日の気分で好きなほうを選んでいるのならいいけど、真尋さんはそうじゃない気がする。もしも遠慮しているとか選ぶことを諦めているんだったら、その考え方を変えてほしい」

　それが彼の育ってきた環境に起因しているのかどうかは知らない。なんだか触れてはいけないような気がしてあえて聞くこともなかった。

　──けれど、身の丈にあった範囲で贅沢をしたりわがままを言ったり、好きなものを選んだりすることは許されるべきだと思うから……。

「真尋さんが好きなものを選んでほしがってよ。駄目なときはちゃんと私が駄目だって言うから」

　私がじっと見つめると、彼がキョトンとした顔で見つめ返す。しばらく黙っていたけれど、ふっと笑って「やっぱり小町は母親似だな」と呟いた。

「あっ、それ、よく言われる。瞳と髪の色が薄めなの」

「いや、見かけもそうだけど……ハハッ、『選べ』か」

　私が母親似なことと『選べ』がどう繋がっているのかわからないけれど、真尋さんの中では何か意味があることなのだろう。

「……うん、いいな、こういうの」

　最後にそうポツリとこぼしながら、彼はもう一度夜の海へと目を向けた。

　真っ黒い海を見つめる彼の瞳に何が映っているのかわからない。けれどこれから先は、彼の瞳に綺麗なもの、楽しいものをたくさん映してあげたいし、私も一緒に見させてほしいと思う。

　待ち合わせデートや食べ歩き。お互いのパフェを半分ことか、ときには今日の外食が和食かイタリアンかで揉めたりだとか。そうして楽しい思い出で、幼い頃の悲しい記憶をどんどん薄めて塗り替えてしまえばいい。

　──彼が特別で難しいと思っていることが、彼にとってのあたりまえになればいい。

「あっ、そういえばね、父は亡くなった母一筋なの」

　父が庭の手入れをしに行った先で、その家のお嬢様だった母に一目惚れして猛アプローチしたらしい。

「母が亡くなってからも、『俺の妻は生涯一人だけだ』って言って、周囲から再婚を勧められても断り続けて。我が親ながら素敵だな……って」

「俺の妻も生涯一人だけだ」

「えっ？」

　真剣な表情と改まった声音。私が黙ると彼がそのまま言葉を続けた。

「小町だけだ。俺が欲しくて選んだんだ。君だけを一生愛し抜くと誓うよ」

　顎をくいと持ち上げられて、すぐに唇が重なった。チュッと短いリップ音を発して離れていく。再び彼が角度をつけて近づくと、熱くて深いキスになる。

　私たちのハネムーンは、まだ、始まったばかりだ。





　＊＊＊






　六月末の土曜日、私と真尋さんは父のお供で新宿に新しく建ったホテルの竣工パーティーに来ていた。

　仕事先から地鎮祭やパーティーに呼ばれることはかなり多く、真尋さんか私が秘書として社長についていくことも珍しくない。しかし今回はいつもと少し趣きが異なっていた。

　来月から我が社の副社長に就任する真尋さんの顔繋ぎという目的も兼ねているのだ。

　なので今日は私も次期社長である華岡真尋の妻として、フェミニンなグレーのワンピースにパールのアクセサリーを合わせたセミフォーマルな服装で参加している。

　そして真尋さんにとってはこのパーティーが療養後の初仕事でもある。自宅療養中もパソコンで作業をしていたので既に仕事をしていたようなものだけど、それでも外に仕事に出ることはなかったので実質今日が職場復帰みたいなものだ。

　そういうわけで、今日の真尋さんは秘書としての地味なスーツではなく細身のブラックスーツをさらりと着こなしている。髪をオールバックにしてメタルフレームのメガネをかけている彼は、贔屓目抜きでかなりの美形だと思う。

　ちなみに彼がかけているメガネは私がプレゼントしたものだ。古いほうは健二さんとの格闘中に壊れてしまったので、先日二人で買いに出かけた。

　結局彼が購入したのは以前と同じスクエアタイプ。真尋さんによると、これが一番キリッとして見えるらしい。じつは車の運転以外では裸眼で支障が無いそうで、周囲にナメられないためにかけているのだと聞かされた。たぶんほかにも私が知らないところでいろんな努力をしてきているのだろう。

　主賓、来賓の挨拶が終わり歓談タイムに入ると、私と真尋さんは父に連れられ関係業者の社長や馴染みの経営者に次々と挨拶をしてまわる。真尋さんを秘書として認識している方が多いため驚かれたが、最後には皆が口を揃えて「彼が継ぐなら『華岡造園』は安泰ですね」と歓迎してくれた。彼の仕事ぶりをちゃんと認められているのが嬉しい。

　──けれど……。

　会場の女性陣が揃いも揃って目にハートを浮かべているのが気にかかる。

「背がお高いですね」とか「ハンサムですね」くらいは許容範囲内だけど、「副社長になられたら是非お祝いにお食事でも」とか「うちの庭のことでゆっくりご相談に乗ってくださる？」とか上目遣いで言ってくるのは反則じゃないだろうか。

　──妻がすぐ隣にいるんですけど！　新婚なんですけど！

　真尋さんも真尋さんで「そのときは是非」とか「私は現場のアルバイトから始めたので詳しくご相談に乗れると思います。我が社をよろしくお願いします」なんて笑顔で答えるものだから、ますます相手をキャッキャと喜ばせている。仕事のためとはわかっているが、もう少しビジネスライクにできないものか。

　──これは帰ってから真尋さんと反省会だな。

　笑顔を浮かべて余裕のあるフリをしながらそう決めた。

　一通りまわり終えると父は親しい経営者とおしゃべりをしに行き、私と真尋さんはようやく食事タイムとなった。長テーブルにずらりと並んだ料理を皿に盛り、丸テーブルではなく壁際に並べられているイスのほうに座る。そのとき。

「おい、おまえ、真尋だろ」

　いきなり見知らぬ男性が真尋さんの名を呼び捨てにしてきた。目の前に立っているのは黒服を着た茶髪のウエイターだ。手には空のシルバートレイを持っているのでカクテルを配り終えたあとなのだろう。隣を見ると真尋さんがウエイターを見上げたまま固まっている。気のせいかその顔がこわばっていた。

「忘れたのか？　俺だよ、清きよ彦ひこ。施設で一緒だったじゃん。俺が高校出て退所したときおまえは高一だった」

　どうやら彼は施設の先輩らしい。聞かれてもいないのに「今日は日雇いバイトで来ている」とか「時給が結構いい」とか一方的に喋り始める。真尋さんは無言で彼を見据えたままだ。

「えっ、おまえ結婚したのか!?」

　彼が真尋さんの結婚指輪に気づいたらしい。今度は私に視線を移し、揃いの指輪をしているのを見て目を見開いた。

「そっちは……ああ、そうだ、あんた華岡の娘さんだろ。マジかよ、真尋が華岡家に拾われたって聞いてたけど、上手いことやったな」

　──上手いこと？　拾われた……って！

　私が反論しようと腰を浮かせたところで、真尋さんが無言で腕を掴んで引き止める。場が場だけに揉めたくないのだろう。けれどこんな言い方失礼すぎる。

　真尋さんが椅子に座ったまま静かに口をひらいた。

「覚えてるよ、清彦だろ。おまえとは昔話をするほど仲良くもなかったし立ち話をする気もない。見ればわかると思うけど、俺たちは今から食事をするところなんだ。ここは竣工パーティーの場だ、早く仕事に戻ったほうがいい」

　真尋さんの言葉にイラついたのか、清彦さんが眉を釣り上げる。赤いカーペットの床にトレイを叩きつけ、大きな声を張り上げた。

「ハッ、なんだよ、今も昔も相変わらず華岡家の犬かよ！　施設にいたときだって、ちょっと顔がよくて喧嘩が強いってだけで女にモテて調子に乗ってたもんな。顔で寄生先も女もゲットとか、まったく羨ましいわ！」

「清彦、皆の迷惑だ、外に出よう」

「真尋さん、待って」

　立ちあがろうとする真尋さんを今度は私が引き止める。

　──こんなの黙っていられない！

　私は料理の載った皿を椅子に置いて立ち上がり、清彦さんをまっすぐに見据えた。

「夫に謝ってください」

「……はぁ!?」

「彼は父と私が三さん顧この礼で迎えた大切な夫です。彼を侮辱するということは、彼を次期社長の器と認めた私の父と、彼をトップに据える我が社のことも侮辱するということです。あなたはそれをわかったうえでその発言をしたんですか」

　真尋さんが私を庇うように二人のあいだに立ち塞がった。

「小町、ありがとう、もういい」

　けれど私はやめる気はなかった。真尋さんの隣に踏み出し声を張り上げる。

「彼がどれだけ頑張ってきたか、どんな気持ちでここにいるか、あなたに何がわかるって言うんですか？　人を羨ましがる暇があったら、死に物狂いで実力を身につければいいじゃないですか。少なくとも真尋さんはそのための努力をしてきたし、今も努力し続けています。私が心から尊敬している人です！」

　ずっと見てきた私は知っている。大学に通いながらのバイトと家事の手伝い、私の送迎や家庭教師までしてくれた。空いた時間で秘書検定の試験勉強もしていたから、彼が住んでいた離れには夜中になってもずっと電気が点いていた。秘書になるために言葉遣いや身なりまで変えて、私への気持ちを隠したまま上司として仕事を教えてくれて。そのうえ私のために命をかけて闘ってくれたこの人を侮辱するなんて許さない。

「まあ、たしかに私の夫は顔がとてもよろしいので、そこだけはあなたの意見に同意します。あなたの視力がいいことだけはよくわかりました」

　私が一気に言い終えたところで満面の笑みの真尋さんがこちらを向いた。

「小町、最高だ！　愛してる！」

　いきなり私に抱きつくと、人目も気にせず熱愛宣言をされてしまう。

「ちょっ、いきなり何を言ってるの!?　声が大きい！」

　周囲からどっと笑いが沸き起こる。続いて会場中に盛大な拍手が鳴り響いた。

　清彦さんがホテルの従業員に会場から連れ出されて行き、ホテルのオーナーとバンケットスタッフの責任者が「申し訳ありません！」と謝りに来た。私と真尋さんも「お騒がせしました」とぺこぺこ頭を下げていると、後ろから私たちの肩をポンと誰かに叩かれる。振り向くと、そこには目を据わらせた父が立っていた。

　──あっ。

「おまえたち、帰ったら明日にでも反省会だな。今はまず皆様にお詫びをするぞ」

　こうしてさっき挨拶を終えたばかりの顔ぶれに、今度は謝罪行脚となったのだった。




「──ごめんなさい、あなたのお披露目の場でもあったのに」

　帰りのタクシーの中でしゅんとしながら謝った。

「いや、小町が謝ることじゃない」

　隣に座る真尋さんの表情は柔らかい。それでも私の気持ちは晴れないままだ。

　謝罪にまわった私たちを皆さんは好意的に受け止めてくれたけれど、真尋さんの大切な晴れ舞台を私のせいでぶち壊したことには変わりない。

　友達と飲みに行くという父とはホテルのエントランスで別れたのだが、そのときに『気持ちはわからんでもないが、危険な真似をするんじゃない。肝が冷えた』と叱られた。

　健二さんの事件があったばかりなのに、また父に心配をかけてしまった。たしかに無鉄砲だったと思う。真尋さんに『鼻の下を伸ばしていた！』とお説教するつもりでいたのに、もうそれどころではない。

「でもね、真尋さんはちゃんと実力でここにいるのに、侮辱されるのが悔しくて……」

　彼は頑張っているのに、何も悪くないのに。そう思ったら黙っていられなかったのだ。

　──真尋さんは私と一緒にいる限り、ずっとあんなふうに言われ続けるのかな。彼自身の力を認めてもらえないのかな。私と結婚しなければ、皆に実力だって信じてもらえたのかな……。

　そう考えると悔しくて悲しくて、胸が苦しくなってくる。

「私が真尋さんを好きになったから、いっぱい無理をさせちゃってるんだよね」

　肩を落としてうなだれていたら、彼がそっと手を握り締めてきた。

「俺は嬉しかったよ。ほかの誰にどう思われようと、小町がわかってくれている。俺には絶対的な味方がいる。それだけで俺はこれからも胸を張って生きられるし、頑張ることができるんだ」

　自分の生い立ちを変えることはできない。けれどこれから『華岡小町の夫』として、そして『華岡造園の後継者』として相応しい自分に成長することはできるはずだ……と彼ははっきり言い切った。

「うん、できるよ、真尋さんなら。私も頑張るね」

　──あなたに相応しい妻になれるように、そしてこの先もあなたの隣にいられるように。

　彼の肩にコツンともたれかかって一緒にいられるしあわせを噛み締める。

「しかし、頑張るのはいいが、さっきみたいなのは駄目だ」

「それは私も反省してる。せっかくの真尋さんのお披露目を……」

「違う、危険な真似はしないでほしいと言ってるんだ。頼むから急に飛び出すのはやめてくれ。だいたい君は昔から勢いだけで行動しすぎだ」

　──ええっ、いきなりのお説教モード!? 

「ちょっ、私たち、今いい雰囲気だったよね!?」

「無茶をするのは俺ではなく、主に君のほうだという自覚を持ったほうがいい。とりあえず、お仕置きが必要だな」

「えっ、お仕置き？」

「それと、やっぱり今日はいろいろ傷ついた。ダメージを受けた心を慰めてもらおうかな」

　彼の口調が揶揄うときのそれになり、ニッと白い歯を見せる。

「ダメージって……顔が笑ってますけど？」

「ハハッ、そうだな。じつはただイチャつきたいだけだ」

　私の耳元に顔を寄せ、後半部分を秘め事みたいに囁いた。細めた瞳が艶めかしい色を帯びている。彼がタクシーの運転手に近くの高級ホテルの名を告げた。

「あれっ、家に帰るんじゃなかったの？」

「それまで俺が待てないから。身も心も優しく慰めてくださいね、奥様」

　小声で耳打ちされて、私の身体に火が灯る。彼の指先が私の手の甲を意味ありげにするりと撫でて、そのまま恋人繋ぎに変わった。

「は、はい……わかりました」

　短く答えたときにはもう既に、お腹の奥が熱くなっていた。




　ホテルでチェックインしてエレベーターに乗った途端に抱きすくめられる。

「真尋さん、防犯カメラが……」

「そんなの知るか」

　唇を塞がれ背中をサワリと撫でられた。それだけで下半身が疼きだす。扉が開くと手を繋いで小走りで廊下を進む。

　部屋に入るとすぐそこの壁に両手をついて立たされた。後ろから胸を鷲掴み、耳を甘噛みされる。

「ん……っ、真尋さん、シャワーを浴びたい」

「嫌だ。このまま小町を堪能する」

「嫌って、そんな……あっ」

　彼の右手が身体のラインを辿りながらゆっくりと下りていく。太ももをサワリと撫でてからワンピースの裾をたくし上げた。ショーツの中に手を忍ばせてくる。

「もう濡れてる。こんなになってるくせにシャワーとか。君のほうこそ待てないだろう？」

　意地悪く囁きながらうなじに口づけた。同時に花弁を掻き分けて、中心線を激しく擦る。

「あんっ、あ……っ」

「こうされて気持ちいいだろう？　いやらしい液でショーツまでぐちょぐちょだ」

　彼は素早く私のショーツを脱がせると、今度は指を二本揃えてナカを掻き回し始めた。

　指の動きに合わせてクチュクチュと湿った音がする。奥から溢れた愛液が太腿を伝って落ちていった。たしかにとても気持ちいい。けれど……。

「ねえ、真尋さん、ベッドに行きたい」

　顔だけ振り向いて訴えた。タクシーの中から期待していた身体がすっかりその気になっている。指では届かない最奥が、さっきから切なく疼いて仕方がない。

　目が合うと、真尋さんが嬉しげに口の端を上げた。

「なんだ、もう挿れてほしいのか。だったらここで脚を開けよ」

「えっ!?」

　彼はスラックスの前をくつろげると怒張した屹立を解放する。スーツの内ポケットから避妊具を取り出し、パッケージを歯で器用に開封した。

「ほら、後ろからいっぱい突いてあげるから、お尻を突き出して」

　そんなものを見せられたらもう抗えない。私は立ったまま大きく脚を開いて受け入れる体勢を整える。恥ずかしくないと言ったら嘘になる。けれど真尋さんだけにはこんな私も見せられるし、何より彼が望むようにしてあげたいと思うから……。

「真尋さん、お願い」

「ふっ、素直で可愛いよ」

　真尋さんが私の腰に手を添える。直後にパンッ！　と肉がぶつかる音がして、剛直が私を貫いた。

「やっ、ああーーっ！」

　いきなり猛スピードで抽送が開始され、ズンズンと強い衝撃が最奥を打つ。いつもと違う角度で突き上げられて、えも言われぬ気持ちよさにひたすら嬌声をあげた。壁に額を押し付けて、しゃがみこみたい衝動に必死で耐える。

「ああっ！　あっ、いい、気持ちいい……っ」

「俺も、気持ちいいよ」

　背後で真尋さんの荒い息遣いが聞こえる。気づけば私は腰を振り、彼から与えられる快感を夢中で貪っていた。連続で襲う刺激の波に攫われて、私はあっという間に高みへと昇らされる。

「あっ、イく、もうイっちゃう」

「俺もっ……くっ」

　グイと腰を押し付けて、彼が低い呻きを洩らす。ナカで数回跳ねてからズルリと外に出ていった。

　脱力した私が膝を折ったところで抱き上げられる。お姫様抱っこで運ばれベッドに横たえられた。スーツを脱いでボクサーパンツだけになった真尋さんが、肘枕をつきながら私の顔を覗き込んでくる。

「気持ちよかった？　大丈夫か？」

「うん……気持ちよかった、よ」

　彼の身体に抱きついて、汗ばんだ胸に鼻を擦り付けた。

「真尋さんこそ、その……身も心も、ちゃんと慰められた？」

　さっきは冗談めかしていたけれど、清彦さんの言葉が真尋さんの心に影を落としてはいないだろうか。

　育った環境の違いだとか恩義だとか。そういうものを気にするあまり、彼は私に本心を隠して生きてきたのだ。あんなふうに言われて傷つかないはずがない。

「小町は優しいな。俺には勿体無いくらいの女性だ」

　私の髪をゆっくりと撫でながら、彼が薄く微笑みかける。

「……さっき小町は、自分のせいで俺に無理をさせていると言っただろう？　違うんだ、俺が身分不相応な恋をしたんだ」

「そんなこと……」

「そうなんだよ」

　私の言葉を遮ると、皮肉げに口の端を上げて先を続ける。

「俺は清彦と変わらない。以前は相手を黙らせるために平気で暴力を振るったし、汚い言葉も吐いてきた。社長や小町に出会っていなければ、そこらで野垂れ死んでいたっておかしくなかったんだ」

　人生なんて紙一重だ。清彦さんと逆の立場であれば、自分も人を妬んだり蔑んだりしていただろう……と噛み締めるようにゆっくりと語る。

「怖くなった？　俺の醜い部分や獰猛性を知って逃げ出したくなった？」

　まっすぐ見つめて問いかけられて、私は即座に首を振る。

「逃げるわけない。あなたは自分の強さを優しさに変えられる人だから。そうやって私を守ってくれたんじゃない」

　真尋さんは自分の過去を踏みしめながら、強い意志を持って前に進める人間だ。何年も近くで見てきた私には断言できる。彼は絶対に野垂れ死にするような人じゃない。

「私が一番怖いのは、真尋さんが私のそばからいなくなることだよ。何度も言うけど真尋さんは私の初恋の相手なんだからね！　やっと捕まえたんだからね！　逃げるどころか私のほうが追いかけるから！」

　唇を尖らせて拗ねてみせると、真尋さんがふわりと優しく目を細めた。

「そうか……じつを言うと、小町ならそう言ってくれると思っていた。俺を丸ごと受け入れてくれるに違いないって」

「そんなの、当然だし」

「ふっ、そうだな。少し前の俺ならこんなふうに思えなかっただろうけど……人を信じることも愛することも、全部小町が教えてくれたんだ」

　そう言って、彼が私を抱きしめる。私も背中に腕をまわして全力で彼に抱きついた。私の想いが伝わるように。彼のすべてを包み込めるように。

「真尋さん……好き、大好き。一生一緒にいて」

　そのとき頭上から予期せぬ言葉が降ってきた。

「小町、子供を作らないか？」

「えっ!?」

　驚いて顔を上げると、真剣な瞳が私をじっと見下ろしている。

「……真尋さんは、赤ちゃんが欲しいの？」

「欲しい。以前は絶対にいらないと思っていた。俺の血なんて残したくなかったから。でも今は……俺たち二人の子供が、愛の証が欲しいと心から願っている」

　──私たち二人の子供……愛の証……。

　正直言うと、彼が子供を望まないかもしれないと考えていた。彼の育った環境を思えばそれも仕方がないと思えたし、彼の気持ちに任せるつもりで言及せずにいたけれど……。

　──そうか、そう思ってくれたんだ。

　胸の奥から熱いものが込み上げてくる。私は瞳を潤ませながら真尋さんを見つめた。

「うん、私も真尋さんの赤ちゃんが欲しいな」

　彼の胸に口づけると、真尋さんがゆっくりと私に覆い被さってきた。唇が重なり自然に舌を絡め合う。するりとワンピースを脱がされて、首筋に、鎖骨に胸に、キスの雨が降り注ぐ。彼の右手が股のあいだに忍び込み、花弁の奥を撫で上げた。

「まだ濡れてるね。ここにナマで挿入ってもいい？」

　水音を立てて指の抜き差しを繰り返しながら、秘め事みたいに囁かれる。

「んっ、あ……っ、来て。そのままの真尋さんがいい」

　私はみずから膝を立て、脚を開いて懇願する。いますぐここに挿れてほしい。一刻も早く彼と一つになりたいのだ。

「小町……」

　真尋さんが上体を起こすと、既に勃ち上がっている屹立が見えた。先端を先走りでテラつかせながら、へそにつくほど反り返っている。

　彼が屹立を握り込み、私の蜜口に充てがった。次の瞬間、生温かい塊が私のナカに挿入ってきたのがわかった。

「あっ、あっ……」

「凄いな、小町のナカが俺のを扱しごきながら呑み込んでいく」

　太くて長い熱杭が、肉壁を掻き分けながら奥へと進む。最奥まで到達したところで動きが止まった。もの凄い質量と圧迫感だ。じっとしていても彼の存在を強く感じる。

「……ヤバい、熱くて柔らかくて最高すぎる。ちょっとでも動いたらイってしまう」

「私も、気持ちいい」

　私たちは今、何の隔たりもなく繋がっている。身体の奥の一番弱くて大事な場所に、彼が直接触れているのだ。

　──真尋さんだけ。真尋さんだから……。

「ねえ、ちょうだい」

「ああ、俺を全部受け止めてくれ」

　彼がゆるりと腰を動かして、徐々に速度を上げていく。カチカチの鈴口で内壁を引っ掻かれると、そのたびに腰が跳ねた。

「あっ、凄い！　あんっ」

「は……っ、ずっとこうしたかった。小町……小町っ」

　抽送が速められ、小刻みなリズムで子宮口をノックされる。いつも以上に熱くて硬い。触れたそこから痺れだし、快感が波紋のように広がっていった。

「私も嬉し……あっ、やっ、もう……っ！」

　背筋を稲いな妻づまみたいに強い刺激が貫いて、目の前で白い光がパンッ！　と弾ける。私は爪先に力を入れると嬌声をあげて絶頂を迎えた。はじめてナマで結ばれたからだろうか。かつてないほどの高揚感と充足感で、蜜口のヒクつきが止まらない。

「うあっ、そんなに締め付けたら……出るっ！」

　真尋さんが声をあげると同時に、彼の分身がドクドクと拍動するのを感じた。直後にお腹の奥がじわりと熱くなり、性が放たれたのだとわかる。

　──ああ、やっと……。

　ゴム一枚の隔たりも、心の壁も無くなった。

　心も身体も溶けあって、ようやく二人で一つになれたのだ。

「真尋さん……嬉しい」

　潤んだ視界の向こう側で、真尋さんが三日月みたいに目を細めている。指先で私の頬の涙を拭ってくれた。

「小町、ありがとう。愛してる」

　──私だって。

　そう言おうとしたけれど。唇が震えて言葉にならず、私は黙ってキスをした。
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「──あっ、スマホをデスクの上に忘れてきた！」

　会社を出て二分ほど歩いたところで立ち止まる。

　今日は午後三時から社長室に来客の予定が入っている。父と個人的にも付き合いのある取引先の社長で、大の甘いもの好きだ。しかも真尋さんから引き継がれた顧客メモによると御用達のお店があるらしい。

　そういうわけで、今から有名店のケーキを買いに行くところだったのだが、スマホが無ければ緊急時に連絡が取れない。

　──もう、うっかりにもほどがある。嬉しいことばかりで浮かれすぎなのかも。

　私はバッグを探って「やはり入ってない」と確認してから今来た道を引き返した。真夏の日差しは強く、ほんの少し歩いただけなのに肌が汗ばんでいる。

「まだあまり会社から離れていないうちに気づけてよかった〜」

　独り言を呟きながら自動ドアから中に入ると、すぐそこのカウンターで若い受付嬢二人組を相手に立ち話をしている真尋さんを見つけた。

　──うわっ、またモテてる。

　七月から我が社の副社長に就任した真尋さんは人気者だ。クールでキリッとしている職場の顔はそのままだけど、最近は雰囲気が柔らかくなったと人気急上昇中なのだ。

　それまでの彼は秘書として父や私と行動を共にすることが多かったし、仕事柄自分が前面に出るようなことも避けていた。冷たい雰囲気が人を遠ざけていたというのもある。

　しかし副社長になってからの一ヶ月で、それが劇的に変化した。社長の代わりに会議に出たり部署を見回ったりと社員と接する機会が増え、今では特に用事が無くとも時間があれば一階に顔を出して誰かとおしゃべりをしている。

　──そりゃあ、次期社長として社員と親しくなることも、社内の情報を把握しておくことも大事だけれど……。

　わかっていてもジェラってしまうのが女心なのだ。

　エレベーターへと向かう私に三人が気づく。私は余裕なフリして笑顔を作り、会釈してカウンター前を通過した。三階でエレベーターを降りると小走りでスマホのある社長室へと向かう。

「小町！」

　後ろから肩を掴まれた。振り向くと真尋さんが肩でハァハァと息をしている。

「真尋さん！　えっ、まさか階段を上がってきたの!?」

　思わず声を上げたら手を引かれ、すぐそこの会議室に引っ張り込まれた。鍵をロックして私を長机の前まで追いやると、メガネをクイッと持ち上げて顔を近づけてくる。

「小町さん、秘書たるもの社内で走ってはいけません」

　──ええっ、いきなりお説教!?

「ちょ、ちょっと小走りになっただけですし、ほかの社員の前では走らないですし……真尋さんだって階段を駆けてきたじゃないですか」

　斜め上に視線を逃しながら反論すると、今度は彼の手が首筋にのびてくる。

「後ろ髪が乱れていますね。秘書たるもの身だしなみにも注意を払って……」

「そ、それはどうも、ご指導いただきいただきありがとうございます！　女性に囲まれて鼻の下を伸ばしていらしたので、私なんか目に入っていないと思ってました。ずいぶんおモテになっていたようなので、声もかけずに失礼いたしました！」

　うなじの手を振り払いながら言葉を途中で遮ると、彼がふっと表情を緩める。

「なんだ、妬いてるのか」

「妬いてるっていうか……まあ、妬いてますけど？　だけど心の中で思っているだけだし、ちゃんと普通に会釈もしたし。何か悪い？　文句ある？」

「いや、悪くないですよ、嬉しいです」

　余裕の笑顔を浮かべながら、私のジャケットをするりと脱がせて抱きしめてくる。彼の右手が意味ありげにパンツスーツのお尻に触れた。

「真尋さん、職場だから！」

　慌てて彼の胸を押すも、「少し充電させてもらうだけです。三分ください」と耳元で秘め事みたいに囁きかける。耳たぶを甘噛みされて「あっ」と鼻にかかった声が出た。机にガタンともたれかかると片手で腰を抱き寄せられる。

「あなたの嫉妬でしたら大歓迎です。年中無休で受付中ですのでご遠慮なく」

　熱い息を吹きかけながら、私の耳に、頬に、首筋にと柔らかい唇を押し当ててくる。彼の片手がお尻を円く撫でたり揉んだりを繰り返す。

「そっ、そんなにしょっちゅう、嫉妬してるわけじゃ、ないし」

　喘ぐように返事をすると、「そうですか、残念ですね」と今度は白いブラウスの上から私の胸を鷲掴む。もう片方の手で私のパンツのファスナーを下ろして下着の中に手を突っ込んできた。

「ちょっと、駄目だってば」

「まだ三分経っていないので」

　繁みを掻き分け愛液を指に纏うと、いきなり蕾を擦り始める。

「あっ、ちょっ……！」

　高速でクニクニ弄られて、そこからジンと痺れてきた。ショーツの中の人差し指が蜜口に侵入し抽送を開始する。脚がブルブルと震えてくる。じっと立っていられない。

「やっ、あ……っ」

「もうこんなにココをぐちゃぐちゃにして」

「んっ、あっ、駄目……っ」

　──もうイっちゃう！

　今まさに絶頂を迎えようとしたそのとき、なぜか真尋さんがスッと離れていく。

　──えっ!?

　茫然とする私を見下ろして、彼が意地悪く口角を上げた。

「駄目ですよ、だんだん声が大きくなってきました。いけない子ですね」

　声を出させたのは一体誰だと言いたいところだが、こんな場所で感じている私も同罪だ。

　──それに、今はそれよりも……。

　弾ける直前で取り残された快感が、身体の奥で蠢いている。

「真尋さん、私……」

　膝を擦り合わせながら懇願するように見つめると、彼が嬉しげに目尻を下げる。

「ふっ、このままじゃ仕事になりませんね。スッキリさせてあげますよ」

　キスをしながら再び蜜口に指を挿れてきた。ジュボジュボと音を立てながら激しくナカを掻き回す。奥から甘い疼きが湧き上がる。

「んっ、ふ……っ」

「小町、イっていいよ」

　敏感なところを押し上げながら、唇のあいだで囁かれた。その瞬間、強い衝撃が背中を駆け抜けていく。

　──ああっ！

　キスで嬌声を塞がれながら、私は蜜口をキュッと窄めて今度こそ絶頂を迎えた。

「三分かかりませんでしたね」

　腕時計を見ながら告げられて、恥ずかしさと悔しさで首まで熱い。しゅんとしている私を尻目に、真尋さんが笑顔を浮かべながら私の服装を整えてくれる。

「ああ、そういえば受付の彼女たちはネクタイを褒めてくれていただけですよ。愛妻が選んでくれたお気に入りだと教えたら、センスがいいと言ってくれました」

　ますます恥ずかしくてうつむいた。もう顔を上げることができない。

「それでは先に出ます。それから後れ毛がエロすぎる。ほかの男に見せたくないからすぐに直すか髪を下ろしてきてください」

「エロっ……!?」

　慌てて自分のうなじに手をやった。次から次に畳み掛けられて何も言い返せない。悔しいけれど彼のほうが一枚上手だ。

　真尋さんがドアを開けたところで振り返る。

「そうだ、今日は君の秘書検定合格祝いをしましょう。私がデパ地下で何か買って帰りますから、料理しないで待っていてください」

　──あっ、どうせお祝いをするのなら……！

「真尋さん、もしかしたらもう一つお祝いごとが増えるかも」

「もう一つ？」

　彼が何事かとドアを閉めて向き直った。

　──まだ確定前だけど、もう言っちゃっていいよね。

　私はモジモジしながら上目遣いで口を開く。

「あのね……もしかしたら、赤ちゃんが、できたかもしれない。いや、まだ確定じゃないんだけど、生理が来ていないし、その……心当たりがあるし？」

　真尋さんが無言でこちらに戻ってきたかと思うと、私を正面から勢いよく抱きしめた。

「赤ちゃんって……ほんと？」

「たぶん、ほんと」

「……そうか……そうか……やったー！」

　拳を天に向かって突き上げて、「やったー！　よっしゃ！」と快哉を叫ぶ。

「真尋さん、声が大きい！　会社だから！」

「知るか！　よっしゃ！　やったー！」

　外まで聞こえそうな大声をあげて喜んでいる、その姿に涙腺が緩む。

　──ああ、よかった。

　かつての真尋さんは子供を持たないと決めていた。自分の血を残したくないと考えていたからだ。けれども彼はそんな葛藤を乗り越えて、みずから新しい命を望んでくれた。

　そしてあれから一ヶ月、真尋さんは今、私の目の前で一切の迷いも躊躇もなく妊娠を喜んでくれている。それが本当に嬉しくて、感動で泣いてしまいそうだ。

　──今までいろんなことを諦めてきたこの人に、一人で生きて一人で死んでいこうと決めていたこの人に……やっと血を分けた家族を作ってあげられるんだ。

　私は鼻をスンと啜ってジャケットを羽織った。二人一緒にドアへと向かう。

「それじゃあ私はドラッグストアで検査薬を買って帰るね」

「いや、俺が買って帰る」

　ドアの前で足を止めて見つめ合う。

「でも真尋さんは忙しいし」

「一緒に結果を見たいから。どうせ帰りに買い物に行くつもりだったし」

「そうか、それじゃあ、よろしくお願いします」

「……小町、愛してる。今日は絶対に早く帰るから」

　もう一度キスをしてから廊下に出ると、真尋さんはエレベーターのほうに歩いて行く。その後ろ姿が軽やかで、なんだかとても浮かれているように見えた。

　──うん、本当によかった。

　楽しい思い出がまた一つ。来年の今頃は、きっともっと、しあわせだ。







エピローグ それから








　華岡家の庭にある木造平屋建ての離れは、真尋さんと私が結婚した三年前に父が知り合いの工務店に頼んで増築してくれたものだ。元はワンルームだったものが今では夫婦向けの２ＬＤＫになっている。父はいずれ私たちに母屋を譲ってこちらに移り住むつもりでいるらしく、手すりが多く段差の少ないバリアフリー仕様。二歳児のいる我が家にとっては危険が少なくてありがたい。

「じーじ、おはな、きれーね」

　父に抱かれて門に向かう途中、娘の愛え真まが庭の桜の木を指差してはしゃぐ。

「ああ、桜が綺麗だね。今からおばあちゃんのお墓参りに行って、そのあとでお花見に行くからね。そっちはもっといっぱい咲いてるよ」

　父が愛真と一緒に桜を見上げながら相好を崩した。

　日曜日の今日は家族揃ってお花見だ。ちょうど桜がピークなので、愛真を連れて出かけようと父が提案してくれた。華岡家の菩提寺が近いため墓参りもする予定でいる。

　三人で正門を出ると、そこにはすでに黒塗りのセダンが横付けされていた。真尋さんが後部座席のドアを開けて立っている。父が慣れた手つきでチャイルドシートに愛真を座らせてからその隣に座った。祖父と孫の仲睦まじい様子が微笑ましい。

「奥様、どうぞ」

　ニコニコと二人のことを眺めていたら、真尋さんが助手席のドアを開けてくれた。

「ありがとう……あっ」

　見れば真尋さんの肩に桜の花びらがついている。

「真尋さん、肩に花びらが……」

　私が肩の花びらをつまんで見せると、真尋さんが「綺麗だね」と目を細める。

　──そういえば、前にもこんなことがあったような……。

　もっともあのときは無表情で避けられてしまったけれど。

「ふふっ、変われば変わるもんだよね」

「えっ、どういう意味？」

　怪訝そうに見つめる彼に、私は「ううん、しあわせだなって思って」と首を振る。

「ありがとう、小町」

「えっ、どういう意味？」

　今度は私がたずねると、真尋さんが「しあわせだなって思って」と微笑んだ。

「パパ！　ママ！」

　愛真に呼ばれて二人で顔を見合わせる。

「ごめん、もう出発するよ」

「はーい、もう行こうね」

　ほら、また一つ思い出が増えた。

　今日も来年もその先も、私たちは桜舞うこの景色を一緒に重ねていく。

　あなたと共に、ずっと、ずっと。
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「──ねえ、舐めてみてもいい？」

　土曜日の夜、明かりを落とした寝室のベッドで彼女のパジャマを脱がせ、さあ、これから……というところで小町の口から衝撃のセリフが飛び出した。

「……は？」

「私なりにいろいろ調べてみたの。男の人って舐めてほしいものなんでしょう？　舐めるっていうか、咥える？」

「はぁぁ!?」

　──可愛い顔をしていきなり何を言っているんだ！




　小町と結婚して三ヶ月。新婚旅行で初夜を迎えてからというもの、ほぼほぼ毎晩セックスをしているが、彼女にフェラをしてもらったことはない。

　自宅療養中にタオルで拭いてもらったことはあったが、それも布越しで直接触れてはいなかった。もっともあのときはすぐにムラついて逆に彼女に手を出してしまったのだが。

　彼女に奉仕をされたいという願望がないと言えば嘘になる。しかし小町は長年恋焦がれてきた相手。その肌に直接触れるどころか身体を繋げることまでできた今、望みはすべて叶ってしまったようなもので。

　当然彼女との性生活に不満など一切ないので、それ以上を求めたりはしなかった。

　それに小町は俺にとっては女神のような存在だ。そんな彼女に「咥えてほしい」だなんて、どう考えても不敬だろう。

　──だって本当に満足しているんだ。

　小町のナカは熱くて柔らかくて最高に気持ちよくて、そのくせすごく敏感で反応がよくて、すぐにぎゅっと締め付けてくるから耐えるのが大変で……。

　アノときの具合のよさを思い出して頬を緩めていたら、下のほうから「わぁ、凄い！」と声がする。

「えっ？　……あっ、うあっ！」

　局部に違和感があって頭を上げると、いつの間にか小町が俺の股の間に移動していた。そのうえ勃ち上がったモノを握り締めてまじまじと観察までしている。視覚と感覚の両面から与えられる強い刺激で先走りがピュッと出てしまった。

「わぁ、ピクピクしてる。ちゃんと見たことなかったけれど、改めて見ると本当に太いね。あっ、反り返った！」

　そりゃあ惚れた女が全裸で股のあいだにいたら完勃ちだってするだろう。そのうえ至近距離で熱い息を吹きかけられてるんだ、我慢汁が溢れたってしょうがない。それと頼むから実況中継はやめてくれ。

　まるでＡＶみたいなシチュエーション。俺は自分の額に片手をあてた。

「小町……不意打ちすぎだ、心臓に悪い」

「えっ、嫌だった？　いつも快よくしてもらってばかりだから、私も真尋さんを気持ちよくしてあげたいなって思ったんだけど……」

　残念そうにキュッと唇を引き結ぶ。そんなふうに俺のを握り締めながらしょんぼりしないでほしい。

「いやっ、違うんだ、戸惑ってるだけなんだ！　だってまさか、こんな嬉しいことが起こるだなんて思わないだろう？」

　勉強熱心で頑張りやなのは彼女のいいところだが、それがこっち方面にも発揮されるとは思ってもみなかった。これは棚からぼたもち……いや、嬉しい誤算。

「……真尋さんは嬉しいの？　こうされて嫌じゃない？」

　上目遣いがあざと可愛い。これで嫌だと言えるヤツなんているのか？　いや、いるわけない。

「嬉しい、嬉しいよ。今こうして握られているだけでも凄く興奮してる。わかるだろう？」

「うん、凄く熱くて……硬くなってる」

「小町がそうしたんだ。君に欲情してこんなになってるんだよ」

　自分でもはっきりとわかる。俺の漲りは小町の手の中でグンと勢いを増し、先端から透明な液を垂らしながら今か今かとそのときを待っている。

「ねえ、ここにキスしてもいい？」

「ああ、小町のだから好きにしていいよ。自分で調べたようにやってごらん」

　小町は黙ってうなずくと、先端にチュッと口づけた。かすかにひらいた唇のあいだから赤い舌がのぞく。舌先が切れ目をチロチロとくすぐり透明な液を掬っていった。それだけで体温が一気に上がり、頭がカッと熱くなる。

「う……はっ……」

「いい？」

「いい……続けて」

　今度は竿の根元からねっとりと舌を這わせてくる。上に向かって裏筋を舐め上げて、最後に亀頭をパクリと口に含む。

「うあっ！」

　敏感な部分が生温かい粘膜で包まれる。窪みのラインを舌先でなぞられ思わず腰が浮いた。

「うっ……あ……っ」

　──これで本当にはじめてなのか!?

　やり方を調べたって言ってたよな？　コレをちゃんと見たことなかったって言ってたよな？

　あまりのスムーズさに不安がよぎる。しかし彼女が頭を上下に動かしはじめた途端、そんなのどうでもよくなった。

「は……っ、いいよ、気持ちいい……」

　薄暗い室内にジュボジュボと水音が響く。小町が必死にしゃぶっている音だ。喉奥いっぱいまで頑張って頬張ってくれているんだろう、ときおり苦しげな息を洩らしている。

　ふと、風俗で童貞を卒業したときのことを思い出した。

　その道五年目だという風俗嬢は、過去に何人も相手をしてきたが俺のは特別太くて長いと驚いていた。よほど気に入ったのか、商売抜きで個人的に会わないかと誘われたほどだ。

　しかし俺にしてみれば太かろうが立派だろうがどうでもよかった。本当にヤリたい相手とできるわけでもなし、そんなのまったく意味がない。

　──けれど今、ソレを小町が咥えているのか……。

　小町を満足させられるなら、そこにはちゃんと意味がある。立派なモノでよかったと心から思う。彼女が必死で頭を動かしているのを見ると、感慨深くて鼻の奥がツンとした。

「小町……っ、上手だよ、ありがとう」

　彼女はチラッとこちらを見上げると、咥えたまま嬉しそうに目を細める。すぐさまスピードをアップした。ペニスに吸い付き右手で竿を扱きながら、左手で隣の膨らみを揉みしだく。本当に上手だ。

　腰のあたりからぞわぞわと刺激が這い上がってきた。全身の血液が先端に集中する。もっと味わっていたいが限界が近づいている。

「んっ……あっ、ヤバい。小町、もうイキそうだ。離してくれ」

　けれど彼女は首を小さく左右に振って行為を続行している。ということは、このまま口に出してもいいという意味なのだろうか。

　──マジか……！

　そう思ったらもう耐えられなかった。

　ペニスの先端へとマグマのような熱が押し寄せる。それが唯一の出口から勢いよく放たれて、小町の小さな口内にほとばしった。

「うあっ！　イク……っ」

　強烈な快感。猛烈な解放感。腰を数回震わせ動きを止める。息を整え余韻に浸っていると、小町が胸に抱きついてくる。

「よかった？」

「よかった……最高だった」

　彼女の髪を撫でながら「飲んだの？」と聞くと「うん」とうなずく。

「飲んだほうが男性は嬉しいんでしょう？」

　──まったく、どこのどんなサイトで調べたんだ。そのとおりだよ、ありがとな！

　賢者タイムになった途端、今度は疑念と嫉妬心が湧いてきた。

「小町……あのさ、コレをしたのは……俺がはじめてなのか？　あの、前のヤツとは……」

　前の『夫』とは口が裂けても言いたくなくて濁したが、それでも彼女は読み取ってくれたらしい。頬をほんのりと染めながら小さく頷いてみせた。

「うん、真尋さんがはじめて。下手だった？」

「そんなわけあるか。あんなにあっけなく果てて俺のほうが恥ずかしいよ。こんなふうになったのは君がはじめてだ」

　今度は俺が顔を赤らめ苦笑した。愛しさで胸をいっぱいにしつつ彼女の髪を撫で続ける。

　──そうか、はじめてか……。

　俺はもう、一生分の運を使い果たしてしまったのかもしれない。

「我が人生に悔いなし……だ」

　ぼそっと呟くと、小町が慌てて俺の顔を覗き込んできた。

「真尋さん、そんな辞世の句みたいなことを言わないで！　私まだ、試していないテクニックとかいろいろある！」

　──だからどんなサイトを見たんだよ！

「まったく君は……最高だ！」

　小町の身体を抱きしめて、そのままクルリと体勢を入れ替える。すかさず唇を覆い、熱いキスを交わした。再び俺の分身が滾りだす。

「俺の奥さんはいやらしくて可愛い小悪魔だな」

「悪魔って、そんなの真尋さんのほうが……」

　彼女が俺の下半身に視線を向けながら頬を火照らせる。

「小町はコレが欲しいの？」

　恥骨にグリグリと押し付けてやったら「んっ」と鼻にかかった声を出した。もう堪らない。

「今度は俺の番だ。いっぱい気持ちよくなって」

　首筋に舌を這わせながら彼女の下半身に手をのばす。そこはもうすっかり濡れそぼっていた。

　舌と指先で何度も絶頂に導いてから小町のナカに身体を埋める。

　──ずっと恋焦がれていた女神は俺の腕の中にいる。

　その喜びを噛み締めながら、俺は彼女の中心に愛の証を注ぎ込むのだった。





Ｆｉｎ









あとがき








　皆様こんにちは、田た沢ざわみんです。このたびは私の『濃蜜ラブルージュ』様三作目、『出戻り社長令嬢のはずなのに、冷徹秘書に一途な本能愛で望まれています』をお迎えいただきありがとうございました。

　本作のテーマはズバリ『敬語メガネ』です。澄ました顔で慇懃無礼な物言いをするヒーローに言葉責めをさせたい！　そしてヒロインの前ではちょっとヤンチャでいてほしい！　という変態欲求……もとい、強い信念のもと、ヒーロー真尋の敬語が乱暴な言葉遣いに変わる瞬間を夢見てせっせと書き上げた一品でございます。幼馴染の両片想いという王道設定に、お嬢様と使用人の主従もの、不遇なヒーローの救済、敬語メガネ、そしてヒーロー目線多めと私の『好き』がてんこ盛り。この中の一つでも皆様の『好き』と重なっていたら嬉しいなと思います。

　装画を担当してくださったのは夜や咲ざきこん先生。以前から憧れていたイラストレーター様だったので、編集様からお名前を伺ったときには感激でした。もうね、この真尋と小町が小説のイメージにぴったりなんですよ。ヒーローの片脚だけがソファーに乗ってるのってエロくてよくないですか？　革のソファーがギシッと軋む音が聞こえてきそうですよね。私、このイラストを見たときに悶絶しましたからね。あと、やはりメガネですよ。目立たないですが真尋の右手にメガネが握られているんですよ。レンズの向こうに透けて見える黒レースとか本当に細かく表現していただいているので、どうかアップでお楽しみください。

　本作の執筆中に担当編集様の交代がありました。初代編集様のお声がけのお陰で『濃蜜ラブルージュ』様とのご縁があります。本当にありがとうございました。丁寧にご指導いただいたことを忘れません。そして新しい担当様、急な交代にも関わらず、私の『好き』に辛抱強く付き合って、いっぱい我が儘を聞いてくださいました。適切なアドバイス助かっています。どうかこれからもよろしくお願いいたします。

　他にもデザイナーさまやこの本の制作に携わった皆様、そして読者の皆様に心より感謝申し上げます。このお話のほんの一文、一行でも皆様の心に残りますように。そして次の作品でもまたお会いできますように。
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